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は
じ
め
に

近
代
俳
句
の
黎
明
期
に
あ
っ
た
明
治
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
、
京
都
の
俳

人
、
中
川
四
明
が
立
ち
上
げ
た
京
阪
俳
友
満
月
会
は
正
岡
子
規
の
郷
里
松
山
の

「
松
風
会
」
以
外
で
、
初
め
て
の
日
本
派
を
標
榜
す
る
地
方
俳
句
結
社
と
し
て

子
規
の
俳
句
革
新
を
一
歩
進
め
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
の
京
阪
俳
友
満
月
会
第
一
回
句
会
（
明
治
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
）
参

加
者
の
中
に
「
菰
堂
」
と
い
う
名
前
が
見
え
る
。
さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
菰
堂

は
子
規
晩
年
の
評
論
「
俳
句
上
の
京
と
江
戸
」
を
最
初
に
掲
載
し
た
俳
誌
『
種

ふ
く
べ
』（
明
治
三
十
三
年
四
月
・
三
日
発
行
）
の
編
輯
発
行
人
で
あ
る
。

他
方
中
川
四
明
が
、
京
阪
俳
友
満
月
会
の
人
々
と
共
に
俳
誌
『
懸
葵
』
を
創

刊
す
る
の
は
『
種
ふ
く
べ
』
か
ら
四
年
後
の
明
治
三
十
七
年
二
月
十
一
日
で
あ

る
。
こ
の
時
、
四
明
は
「
子
規
子
の
遺
訓
」
と
し
て
子
規
の
評
論
「
俳
句
上
の

京
と
江
戸
」
を
再
掲
載
す
る
。
そ
し
て
こ
の
評
論
が
本
来
は
俳
誌
『
種
ふ
く

べ
』
創
刊
に
際
し
、
自
ら
が
子
規
に
懇
願
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
『
種
ふ
く

べ
』
は
「
一
号
を
出
し
た
の
み
に
て
廃
刊
」
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
明
治
三

十
五
年
に
子
規
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
『
懸
葵
』
に
再
掲
載
し
た
「
俳
句
上
の
京
と
江
戸
」
を
、「
今
こ
こ
に

吾
等
同
人
の
之
を
遺
訓
と
し
て
長
く
守
ら
ん
こ
と
を
相
誓
ふ
の
み
」
と
語
る
。

つ
ま
り
、
俳
誌
『
種
ふ
く
べ
』
創
刊
に
際
し
、
子
規
に
「
俳
句
上
の
京
と
江

戸
」
の
執
筆
を
依
頼
し
た
の
は
四
明
自
身
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
『
種
ふ
く
べ
』

は
創
刊
号
を
出
し
た
の
み
で
廃
刊
と
い
う
の
が
中
川
四
明
の
認
識
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）
で
は
『
種
ふ
く
べ
』
を
次
の
よ

う
に
解
説
す
る
。

俳
誌
。
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）・
四
、
京
都
市
で
創
刊
。
中
川
四
明
を

中
心
に
、
大
釜
菰
堂
の
編
集
発
行
。
京
阪
満
月
会
が
母
胎
。
正
岡
子
規
の

「
俳
句
上
の
京
と
江
戸
」
を
掲
載
。
一
時
休
刊
後
、
明
治
三
三
年
一
一
月
、

和
歌
山
県
新
宮
町
（
新
宮
市
）
で
再
刊
後
、
二
号
で
終
刊
。　
（
和
田
克

司
）

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
３
年　

根
本　

文
子

大
釜
菰
堂
論
　
―
―
『
種
ふ
く
べ
』
二
種
を
め
ぐ
っ
て
―
―
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す
な
わ
ち
『
種
ふ
く
べ
』
は
創
刊
号
で
廃
刊
し
た
の
で
は
な
く
二
号
ま
で
続

い
た
。
そ
の
二
号
は
京
都
で
は
な
く
、
和
歌
山
県
新
宮
で
出
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
四
明
の
認
識
と
の
間
に
齟
齬
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

四
明
は
何
故
「
一
号
で
廃
刊
」
と
書
い
た
の
か
。
そ
れ
に
対
し
『
俳
文
学
大

辞
典
』
が
「
二
号
で
終
刊
」
と
あ
る
の
は
何
故
か
。
本
論
文
は
、
子
規
や
、
中

川
四
明
に
関
わ
り
な
が
ら
殆
ど
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
「
菰
堂
（
菰
堂
子
）」

こ
と
、
大
釜
菰
堂
（
弥
三
郎
・
彌
三
郎
）
と
俳
誌
『
種
ふ
く
べ
』
に
つ
い
て
追

跡
し
、
近
代
俳
句
の
黎
明
期
の
一
隅
を
照
ら
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

京
都
版
『
種
ふ
く
べ
』
の
創
刊
と
そ
の
周
辺

明
治
三
十
三
年
四
月
三
日　

京
都
か
ら
大
釜
彌
三
郎
を
発
行
兼
編
輯
人
と
し

て
『
種
ふ
く
べ
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
表
紙
は
中
村
不
折
で
、
大
き
な
ふ
く
べ
の

前
で
半
月
を
見
上
げ
る
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
た
猿
の
後
ろ
姿
で
あ
る
。
書

名
の
「
種
ふ
く
べ
」
の
文
字
は
中
川
四
明
で
あ
り
、
下
段
欄
外
に
「
第
壹
巻　

第
一
號
」
と
横
二
段
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
一
応
こ
れ
を
「
京
都
版
」
と
し
、

そ
の
目
次
を
次
に
揚
げ
る
。

種
ふ
く
べ
第
壹
巻
第
壹
號
目
次
（
明
治
三
十
三
年
四
月
・
三
日
発
行
）

○
発
刊
の
一
句

○
祝
辞
及
び
祝
吟�

鳴
雪　

露
月　

等

○
種
瓢
の
序�

青　
　
　
　
　

嵐

○
俳
句
上
の
京
と
江
戸�

子　
　
　
　
　

規

○
審
美
俳
話�

四　
　
　
　
　

明

○
ア
ス
ト
ン
氏
の
俳
諧
論�

非　
　
　
　
　

無

○
俳
人
米
仲�

露　
　
　
　
　

石

○
文
学
者
の
商
人
根
性�

文　
　
　
　
　

芽

○
俳
魔
語�

青　

鬼　

堂　

主

○
俳
句
の
神�

菰　
　
　
　
　

堂

○
御
取
越�

杜　
　
　
　
　

葉

○
遊
女
と
俳
句�

煙　
　
　
　
　

村

○
竹
外
一
枝�

野　

梅　

村　

叟

○
梅
花
十
首�

愚　
　
　
　
　

庵

○
落
柿
舎
懐
古�

月　
　
　
　
　

郊

○
俳
句

○
募
集
俳
句

○
俳
句
界

○
意
馬
心
猿
（
表
畫
）�

中　

村　

不　

折

明
治
三
十
三
年
二
月
十
日
印
刷

明
治
三
十
三
年
二
月
十
五
日
発
行

�

京
都
市
五
條
橋
東
二
丁
目
十
九
番
戸　
　
　
　

�

発
行
兼
編
輯
人　
　
　
　
　
　
　
　

大

釜

彌

三

郎　

�

京
都
市
寺
町
通
今
出
川
五
丁
上
ル
歓
喜
寺
前
町

�
印　

刷　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

村

市

太

郎　
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�

京
都
市
三
条
通
東
洞
院
東
入
曇
華
院
前　
　
　

�

印　

刷　

所　
　
　
　
　
　
　
　
　

合

資

商

報

会

社　

�

京
都
市
五
条
橋
東
二
丁
目
十
九
番
戸　
　
　
　

�
発　

行　

所　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
ふ
く
べ
発
行
所　

な
お
発
行
日
が
、
目
次
で
は
四
月
三
日
で
あ
る
が
、
奥
付
で
は
二
月
十
五
日

と
な
っ
て
い
る
。
奥
付
の
訂
正
を
失
念
し
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
京
都
版
『
種
ふ
く
べ
』
の
主
な
内
容
を
見
る
。

石
井
露
月
の
「
寄
語
」、
内
藤
鳴
雪
他
の
「
祝
句
」
十
四
句
、
晴
嵐
の
「
種

瓢
の
序
」、
に
続
き
子
規
の
「
俳
句
上
の
京
と
江
戸
」
が
約
八
頁
に
わ
た
り
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
病
臥
の
子
規
を
想
像
す
る
と
そ
の
長
編
力
作
に
驚
く
の
で
あ

る
が
そ
の
本
文
冒
頭
の
部
分
を
見
る
。

尚
、
こ
の
論
文
送
付
に
添
え
た
明
治
三
十
三
年
一
月
二
十
三
日
付
、
子
規
か

ら
四
明
宛
書
簡
に
よ
る
と
、

「
こ
れ
は
出
鱈
目
に
言
文
一
致
風
に
認
め
候
も
の
故
ど
こ
か
雑
誌
の
隅
の
方

へ
御
載
せ
被
下
度
候
」
と
あ
り
、
子
規
が
逡
巡
し
な
が
ら
も
最
初
に
書
い
た
言

文
一
致
体
の
文
章
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
不
慣
れ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
影
響
か
、

い
つ
も
の
子
規
ら
し
く
な
い
、
ぎ
こ
ち
な
い
文
章
で
あ
る
。

	

俳
句
上
の
京
と
江
戸	

子
規

京
都
か
ら
「
種
ふ
く
べ
」
と
い
う
俳
諧
の
雑
誌
を
出
す
か
ら
、
私
に
も
何
か

書
け
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
来
俳
句
の
流
行
に
つ
れ
て
各
地
に
其

雑
誌
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
に
、
昔
か
ら
の
都
で
あ
つ
た
京
都
に
何
も

な
い
と
い
う
は
不
釣
合
な
事
で
あ
る
か
ら
「
種
ふ
く
べ
」
の
出
る
の
は
ま
こ
と

に
適
當
な
こ
と
と
考
へ
ま
す
。
併
し
な
が
ら
雑
誌
の
発
育
は
か
な
り
困
難
な
も

の
で
、
寄
合
世
帯
の
や
う
で
は
到
底
永
続
せ
ぬ
こ
と
は
明
か
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

雑
誌
を
己
の
生
命
と
思
う
ほ
ど
の
人
が
一
人
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
な
ぐ
さ

み
に
出
す
雑
誌
な
ら
ば
、
盛
に
な
ら
う
と
衰
へ
よ
う
と
構
わ
ぬ
と
は
い
ふ
も

の
ゝ
、
と
に
か
く
一
度
生
れ
た
子
は
成
る
べ
く
無
病
息
災
で
あ
る
の
が
親
の
望

む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
私
は
ど
こ
迄
も
「
種
ふ
く
べ
」
の
無
病
息
災
を

祈
つ
て
居
り
ま
す
。（
傍
線
・
論
者
）

子
規
は
自
ら
が
経
験
し
た
『
俳
諧
』（
明
治
二
十
六
年
五
月
、
二
号
で
終
刊
）、

『
小
日
本
』（
明
治
二
十
七
年
七
月
十
五
日
、
一
三
〇
号
・
約
五
カ
月
で
終
刊
）

な
ど
の
挫
折
に
よ
っ
て
、
雑
誌
を
継
続
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、
廃
刊
の
辛
さ
を

身
を
も
っ
て
味
わ
っ
て
い
る
の
で
、
傍
線
の
よ
う
に
「
雑
誌
を
己
の
生
命
と
思

う
ほ
ど
」
の
覚
悟
を
求
め
て
忠
告
し
て
い
る
。
事
実
子
規
自
身
も
、
柳
原
極
堂

か
ら
受
け
継
い
だ
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
を
虚
子
と
共
に
引
き
受
け
る
と
き
、「
余

は
ほ
と
ゝ
ぎ
す
と
終
始
せ
ん
と
欲
す
る
者
な
り
。（
中
略
）
ほ
と
ゝ
ぎ
す
は
余

の
生
命
な
り
」（「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
発
行
所
を
東
京
へ
遷
す
事
」『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』

第
二
十
号　

明
治
三
十
一
年
八
月
三
十
一
日
）
と
覚
悟
を
決
め
て
東
遷
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
。



─ 34 ─

『
種
ふ
く
べ
』
創
刊
号
の
筆
者
は
、
ほ
ぼ
京
阪
俳
友
満
月
会
の
人
々
で
あ
る
。

そ
の
中
で
天
田
愚
庵
の
「
梅
花
十
種
」
が
目
を
引
く
。
当
時
、
京
都
清
水
の
産

寧
坂
に
草
庵
を
結
ん
で
い
た
愚
庵
と
四
明
は
風
雅
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。

そ
の
「
梅
花
」
十
首
の
内
、
四
明
の
前
書
き
と
と
も
に
最
初
の
一
首
を
み
る
。

　

梅
花
十
首	

愚
菴

　
　

�

冬
至
よ
り
十
四
五
日
も
前
な
り
け
り
、
愚
菴
よ
り
三
っ
四
っ
開
き
た
る
早

梅
の
枝
を
贈
ら
れ
た
り
其
う
た
を
左
に	

四
明

	

春
ま
た
て
さ
き
た
る
梅
を
う
つ
く
し
み

	

　
　
　
　

た
を
り
て
君
か
ゝ
さ
し
に
そ
や
る	

愚
菴

ま
だ
春
も
浅
い
季
節
に
先
駈
け
て
、
美
し
く
咲
い
た
梅
の
花
を
手
折
り
、
あ

な
た
の
簪
に
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
早
梅
に
添
え
た
発
刊
の
祝
い
の
歌

で
あ
る
。

愚
庵
は
子
規
と
の
関
係
も
深
く
、
明
治
三
十
年
十
月
、
帰
京
す
る
桂
湖
村
に
、

自
庭
に
実
る
柿
、「
つ
り
鐘
」
を
託
し
、
ま
た
、
翌
三
十
一
年
十
月
に
は
同
じ

く
「
つ
り
鐘
」
を
寒
川
鼠
骨
に
託
し
、
子
規
に
届
け
て
子
規
を
喜
ば
せ
て
い
る
。

因
み
に
そ
の
折
り
の
子
規
の
俳
句
。
短
歌
を
次
に
記
す
。

つ
り
鐘
の
蔕
の
と
こ
ろ
が
渋
か
り
き

�

子
規
（
病
牀
日
記
・
明
治
30
・
10
・
10
）

柿
の
実
の
あ
ま
き
も
あ
り
ぬ
柿
の
実
の
し
ぶ
き
も
あ
り
ぬ
し
ぶ
き
ぞ
う
ま

き�

（
竹
の
里
歌
）

次
に
『
種
ふ
く
べ
』
創
刊
号
の
「
募
集
俳
句
」
の
項
を
み
る
と
、
子
規
が
明

治
三
十
二
年
十
二
月
十
六
日
付
、
四
明
宛
書
簡
で
了
承
し
て
い
た
選
句
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
書
簡
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

牛
祭
り
の
仮
面
難
有
く
候　

小
生
が
い
た
ず
ら
書
き
の
材
料
に
相
成
候

お
手
紙
拝
見
仕
候　

寒
冷
の
候
に
御
座
候
處
筆
硯
益
御
多
祥
奉
慶
賀
候　

扨
て
御
地
ニ
於
テ
雑
誌
種
ふ
く
へ
御
発
行
之
趣
御
盛
況
目
出
度
事
ニ
存
候　

右
ニ
つ
き
俳
句
選
抜
之
件
承
知
致
候　

併
し
石
版
摺
り
の
儀
は
何
卒
御
免

蒙
る
訳
ニ
ハ
参
不
候
哉　

拙
筆
見
苦
し
く
候
へ
と
も
そ
れ
も
御
雑
誌
ば
か

り
な
ら
ば
枉
げ
て
仰
ニ
従
ふ
へ
く
乍
併
近
来
各
地
よ
り
同
様
の
依
頼
有
之

現
に
本
日
も
御
手
紙
共
に
三
通
参
り
候　

皆
石
版
摺
と
か
申
事
に
て
実
に

閉
口
致
候　

右
何
と
か
御
工
夫
替
被
下
間
敷
や　

何
に
て
も
手
ニ
あ
ふ
事

な
ら
バ
御
申
聞
次
第
御
助
力
申
上
右
ご
返
事
旁
如
斯
候　

謹
言

　
　
　
　

十
二
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　

常
規

　
　
　

四
明
先
生

　
　
　
　
　
　

侍
史

　
　
　
　
　

名
物
蕪
漬
御
恵
投
被
下
候
由
難
有
御
礼
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　

蕪
村
忌
の
日
も
近
づ
き
ぬ
蕪
漬

　
　
　
　
　
　
（
尚　

差
出
し
書
簡
の
封
緘
に
子
規
は
蕪
の
画
を
描
い
て
い
る
）

�

（『
子
規
全
集　

第
十
九
巻
・
書
簡
二
』
講
談
社
）

四
明
に
対
す
る
書
簡
は
尊
敬
を
込
め
て
丁
寧
で
あ
る
。
書
簡
に
あ
る
牛
祭
り
の

仮
面
は
子
規
が
書
い
た
「
原
人
」
と
い
う
奇
抜
な
画
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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『
種
ふ
く
べ
』
に
対
す
る
選
句
依
頼
に
対
し
て
は
傍
線
の
よ
う
に
「
俳
句
選

抜
之
件
承
知
致
候
」
と
あ
る
。
そ
し
て
石
版
摺
り
を
否
定
し
な
が
ら
、「
何
に

て
も
手
ニ
あ
ふ
事
な
ら
バ
御
申
聞
次
第
御
助
力
申
上
」
と
、
喜
ん
で
協
力
を
申

し
出
て
を
り
、
子
規
の
意
欲
の
感
じ
ら
れ
る
文
面
で
あ
る
。
そ
し
て
年
末
年
始

の
多
忙
の
最
中
で
、
病
中
に
も
拘
わ
ら
ず
一
ヶ
月
あ
ま
り
で
長
文
の
「
俳
句
上

の
京
と
江
戸
」
を
書
き
上
げ
四
明
に
届
け
て
い
る
。
子
規
の
日
本
派
の
俳
句
の

発
展
に
か
け
る
思
い
と
そ
の
行
動
力
は
驚
嘆
に
値
す
る
。

俳
句
選
抜
が
出
来
な
か
っ
た
裏
に
は
子
規
の
体
調
や
多
忙
の
外
に
、
他
の
俳

句
誌
と
の
公
平
を
謀
る
子
規
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
感
じ
ら
れ
る
。
結
局
、『
種

ふ
く
べ
』
の
募
集
季
題
は
「
風
呂
吹
」
の
み
で
選
者
は
中
川
四
明
で
あ
っ
た
。

四
明
選
全
六
十
八
句
に
選
者
吟
三
句
を
加
え
計
七
十
一
句
を
掲
載
し
て
い
る
。

次
に
発
行
兼
編
輯
者
の
菰
堂
（
大
釜
彌
三
郎
）
の
雑
詠
句
と
中
川
四
明
の
選

者
吟
を
上
げ
る
。

	

蕾
多
き
椿
の
冬
や
藪
の
隙	
菰
堂

	

　
　

選
者
吟

	

風
呂
吹
や
折
り
た
く
柴
を
炉
に
読
み
つ	

四
明

菰
堂
の
句
、
春
の
花
で
あ
る
椿
は
ま
だ
蕾
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
寒
さ
を
、

藪
の
中
は
「
椿
の
冬
」
と
表
現
し
た
。

四
明
の
句
、
風
呂
吹
き
大
根
を
炉
火
で
ゆ
っ
く
り
煮
込
む
間
、
新
井
白
石
の

『
折
り
た
く
柴
の
記
』
を
読
み
つ
つ
自
分
の
人
生
に
も
思
い
を
馳
せ
る
初
老
の

男
。
四
明
の
自
画
像
と
も
受
け
取
れ
る
。

そ
し
て
次
に
、
目
次
に
は
無
い
が
『
種
ふ
く
べ
』
最
終
三
十
一
頁
で
気
に
な

る
の
が
、「
稟
告
」
と
、「
俳
友
諸
君
に
申
す
」
で
あ
る
。
ま
ず
上
段
の
「
稟

告
」
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

稟
告

本
誌
は
一
月
十
五
日
に
發
行
す
べ
か
り
し
を
何
分
新
年
の
折
柄
と
て
編
輯

子
ら
は
皆
屠
蘇
の
酒
機
嫌
に
浮
か
れ
歩
き
な
ど
せ
し
た
め
自
然
遅
れ
に
お

く
れ
て
漸
く
今
日
發
行
す
る
こ
と
と
な
り
ぬ
諸
君
幸
に
種
瓢
と
云
ふ
名
に

免
じ
て
其
の
ぶ
ら
／
＼
と
し
て
發
行
日
を
も
守
ら
ず
而
か
も
内
容
体
裁
等

の
太
く
愚
か
し
か
り
し
を
な
咎
め
給
ひ
そ�

編
輯
子
識

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
来
『
種
ふ
く
べ
』
の
発
行
は
一
月
十
五
日
を
予
定
し
て

い
た
。
し
か
し
「
何
分
新
年
の
折
柄
と
て
編
輯
子
ら
は
皆
屠
蘇
の
酒
機
嫌
に
浮

か
れ
歩
き
な
ど
せ
し
た
め
」
遅
れ
に
お
く
れ
た
の
で
、
ぶ
ら
／
＼
し
て
い
る

「
ふ
く
べ
」
に
免
じ
て
咎
め
な
い
で
ほ
し
い
と
、
滑
稽
に
言
い
訳
を
し
て
い
る
。

事
実
、
創
刊
号
目
次
に
あ
る
発
行
日
は
四
月
三
日
、
奥
付
に
あ
る
発
行
日
は
二

月
十
五
日
な
の
で
、
創
刊
号
の
中
で
す
で
に
発
行
日
が
違
い
、
稟
告
が
告
げ
る

一
月
十
五
日
を
含
め
て
三
回
変
更
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
が
、
菰

堂
の
新
宮
移
住
の
日
程
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
稟
告
の
筆
者
は
編
輯
子
識
と
あ

る
が
発
行
人
の
菰
堂
で
あ
ろ
う
。

稟
告
の
下
段
に
あ
る
「
俳
友
諸
君
に
申
す
」
は
四
明
で
あ
る
。
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『
種
ふマ

くマ

ぶ
』
編
輯
の
こ
と
小
生
へ
御
尋
ね
の
方
も
有
之
候
へ
ど
も
小
生

は
唯
つ
ま
ら
ぬ
文
章
と
く
だ
ら
ぬ
俳
句
と
を
出
し
候
ま
で
に
て
編
輯
の
事

に
は
與
か
ら
ず
候
御
承
知
置
被
下
度
候
也

	
子
一
月	

四
明

こ
こ
で
は
、
四
明
の
と
こ
ろ
に
『
種
ふ
く
べ
』
の
創
刊
に
つ
い
て
い
ろ
／
＼

と
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
が
、
自
分
は
つ
ま
ら
な
い
文
章
と
俳
句
を
寄
稿
す
る
だ

け
で
、
編
集
発
行
に
は
与
ら
な
い
立
場
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
四
明
は
発
行

計
画
に
は
協
力
し
、
創
刊
に
花
を
添
え
る
べ
く
、
子
規
に
原
稿
と
選
句
を
依
頼

し
て
い
る
事
は
、
子
規
か
ら
四
明
宛
て
書
簡
（
明
治
三
十
二
年
十
二
月
十
六
日

付
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
協
力
で
、
編
輯
に

は
与
ら
な
い
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。

四
明
の
協
力
と
多
く
の
賛
辞
を
得
て
創
刊
さ
れ
た
『
種
ふ
く
べ
』
で
あ
っ
た
が
、

「
編
集
の
大
釜
菰
堂
の
和
歌
山
へ
の
移
住
が
原
因
で
第
一
号
の
み
で
廃
刊
と
な

る
」
と
、
粟
津
水
棹
も
「
中
川
四
明
の
追
憶
」（
大
正
六
年
七
月
『
懸
葵
』
第

一
四
巻
第
五
号
・
故
中
川
四
明
翁
追
悼
号
）
に
記
し
て
い
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
明
治
三
十
三
年
四
月
三
日
、
京
都
か
ら
大
釜
菰
堂
に

よ
っ
て
俳
誌
『
種
ふ
く
べ
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
大
釜
菰
堂
は
当
時
二
十
三
歳
。

京
都
の
俳
人
で
美
学
者
の
中
川
四
明
が
、
明
治
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
に
立

ち
上
げ
た
京
阪
俳
友
満
月
会
の
創
立
準
備
か
ら
参
加
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。

京
阪
俳
友
満
月
会
は
正
岡
子
規
の
俳
句
革
新
を
支
援
す
る
、
最
初
期
の
地
方
俳

句
結
社
と
し
て
そ
の
設
立
段
階
か
ら
新
聞
『
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
、
い
ま
だ
少

数
派
で
あ
っ
た
子
規
の
日
本
派
を
大
き
く
後
押
し
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
誕
生
し
た
『
種
ふ
く
べ
』
は
四
明
の
支
援
と
多
く
の
賛
同
者
が
寄
稿

し
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
『
種
ふ
く
べ
』
は
「
唯
た
一
號
を

出
し
た
る
の
み
に
て
廃
刊
せ
り
」（
四
明
「
子
規
子
の
遺
訓
」『
懸
葵
』
第
一
巻

第
一
号
）
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
明
治
三
十
五
年
九
月
十
九
日
に
は
子
規
が
亡
く
な
る
。

で
は
大
釜
菰
堂
と
は
ど
ん
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
、
中
川
四
明
の
京
阪
俳
友
満

月
会
の
設
立
に
参
加
し
、
二
十
三
歳
の
若
さ
で
俳
誌
『
種
ふ
く
べ
』
を
発
行
し
、

さ
ら
に
新
宮
で
も
う
一
冊
の
『
種
ふ
く
べ
』
を
発
行
し
た
ら
し
い
人
物
。
手
が

か
り
を
求
め
て
和
歌
山
県
新
宮
市
を
訪
ね
た
。

新
宮
市
立
図
書
館
所
蔵
の
資
料
『
熊
野
誌
』
二
十
六
号
・
特
集
号
（
昭
和
五

十
五
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
清
水
徳
太
郎
「
新
宮
町
新
派
俳
句
事
始
」
か
ら

そ
の
経
歴
を
み
る
。

菰
堂
、
本
名
大
釜
弥
三
郎
（『
種
ふ
く
べ
』
奥
付
で
は
彌
三
郎
と
あ
る
・

論
者
）。
明
治
九
年
九
月
二
十
三
日
、
彼
岸
の
古
都
京
都
で
生
ま
れ
た
。

明
治
二
十
五
年
か
ら
三
十
一
年
ま
で
（
十
六
才
～
二
十
二
才
）、
京
都
の

儒
者
、
林
隻
橋
の
永
昌
塾
に
入
り
、
漢
籍
、
詩
文
、
書
道
を
学
ん
だ
が
同

じ
頃
子
規
が
唱
え
た
新
派
俳
句
を
知
り
、
日
本
新
聞
を
始
め
、
新
聞
雑
誌

の
俳
句
欄
に
投
書
を
始
め
、
傍
ら
中
川
四
明
の
率
い
る
「
満
月
会
」
に
加
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わ
り
、
句
会
に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
同
文
中
の
他
の
項
目
に
「
明
治
三
十
二
年
一
月
、
中
川
四
明
の
引
き

で
日
之マ

マ

出
新
聞
編
輯
部
に
入
り
四
明
の
下
に
、
文
芸
美
術
担
当
記
者
と
な
っ

た
」
と
あ
る
の
で
、
四
明
と
は
日
出
新
聞
の
同
僚
社
員
と
し
て
非
常
に
近
い
関

係
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

な
お
参
考
ま
で
に
、
大
釜
菰
堂
に
つ
い
て
は
『
俳
文
学
大
辞
典
』
に
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
が
、『
種
ふ
く
べ
』
に
は
全
く
言
及
が
な
い
。

大
釜
菰
堂　

俳
人
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）・
九
・
二
三
～
昭
和
三
四
（
一

九
五
九
）・
三
・
二
三
。
八
二
歳
。
京
都
生
れ
。
本
名
、
弥
三
郎
。
神
職
。

正
岡
子
規
門
。
京
都
の
新
派
俳
句
の
先
達
。
戦
後
も
『
懸
葵
』
復
刊
に
尽

力
。
句
「
青
簾
春
日
八
百
八
禰
宜
か
な
」�

〔
妹
尾
健
〕

そ
う
し
た
菰
堂
に
つ
い
て
清
水
徳
太
郎
の
「
新
宮
町
新
派
俳
句
事
始
」
は
思

い
が
け
な
い
情
報
を
伝
え
て
い
る
。

明
治
三
十
一
年
三
月
、
民
有
社
か
ら
三マ
マ

原
三
川　

真マ
マ

野
碧
玲
瓏
のマ
マ

共
編
、

正
岡
子
規
校マ

マ

閲
（
正
し
く
は
『
正
岡
子
規
閲
、
上
原
三
川
・
直
野
碧
玲
瓏

共
編
』・
論
者
）
の
「
新
俳
句
」
と
い
う
句
集
が
出
た
。
日
本
新
聞
社
を

初
め
、
各
新
聞
、
雑
誌
の
登
載
俳
句
（
投
書
欄
を
含
め
て
）
五
千
句
を
集

め
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
菰
堂
の
多
く
の
句
が
登
載
さ
れ
た
。
何
ぶ
ん
明

治
に
お
け
る
俳
句
集
の
最
初
の
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ
で
菰
堂
の
俳

人
と
し
て
の
格
付
け
が
定
着
さ
れ
た
わ
け
で
、
後
年
、
新
宮
金
曜
会
に
於

い
て
「
子
規
直
門
」
と
唱
わ
れ
た
わ
け
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。（
傍
線
・
論
者
）

俳
句
選
集
『
新
俳
句
』
は
明
治
三
十
一
年
三
月
創
刊
。
子
規
が
、
上
原
三
川

か
ら
届
い
た
校
正
原
稿
に
全
て
目
を
通
し
た
も
の
で
（
宮
坂
静
生
『
正
岡
子
規

と
上
原
三
川
』）、
其
の
序
文
に
子
規
が
「
明
治
俳
句
集
の
嚆
矢
」
と
宣
言
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
菰
堂
の
句
は
九
句
だ
け
で
あ
る
。『
新
俳

句
』
四
八
五
七
句
の
な
か
で
僅
か
九
句
の
菰
堂
句
は
ど
う
見
て
も
清
水
徳
太
郎

が
記
し
た
よ
う
な
「
多
く
の
句
が
登
載
さ
れ
た
」
と
か
、「
俳
人
と
し
て
の
格

付
け
が
定
着
さ
れ
た
」
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
清
水
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
子
規
が
自
分
の
手
控
え
と
し
て
、
新
聞
そ
の
他
に
投
句
さ
れ
た
句
を
自

ら
選
ん
で
書
き
留
め
た
も
の
と
さ
れ
る
『
承
露
盤
』
で
あ
る
。
こ
の
『
承
露
盤
』

に
、
菰
堂
は
「
菰
堂
子
」
と
し
て
六
十
九
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
承
露
盤
』
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
九
月
二
〇
日
、
寒
川
鼠
骨
が
正
岡

子
規
編
著
と
し
て
、
巧
芸
社
か
ら
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
子
規
在
世
当
時

は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
今
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
内
藤
鳴
雪
、
河
東

碧
梧
桐
、
高
浜
虚
子
、
夏
目
漱
石
、
石
井
露
月
、
佐
藤
紅
緑
、
五
百
木
飄
亭
、

柳
原
極
堂
や
、
森
鷗
外
の
句
も
あ
る
。

『
承
露
盤
』
は
総
句
数
七
九
四
八
、
子
規
が
、
明
治
二
十
八
年
か
ら
三
十
三

年
ま
で
の
六
年
間
の
投
句
、
句
稿
、
書
簡
等
か
ら
選
句
し
て
手
許
に
控
え
、
こ

れ
を
新
年
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
と
季
節
別
に
分
類
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
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子
規
は
こ
こ
か
ら
新
聞
『
日
本
』
や
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
そ
の
他
に
掲
載
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
頃
子
規
が
良
い
と
思
っ
た
句
は
、『
承
露
盤
』、

『
日
本
』、『
新
俳
句
』、『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
と
数
箇
所
に
出
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
そ
う
し
た
俳
句
の
作
者
の
名
は
、
日
本
派
の
新
し
い
俳
句
に
関
心

の
あ
る
読
者
に
と
っ
て
は
、
同
じ
名
前
を
あ
ち
こ
ち
で
度
々
目
に
す
る
こ
と
に

な
り
、
印
象
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
菰
堂
（
菰
堂
子
）」
と
い
う
名
も
そ

の
よ
う
に
し
て
、
遠
い
新
宮
の
人
々
に
も
印
象
づ
け
ら
れ
、
新
宮
の
新
派
俳
句

結
社
「
金
曜
会
」
に
お
い
て
は
、「
子
規
選
に
度
々
選
ば
れ
た
人
」
と
し
て
、

「
子
規
直
門
」
と
も
て
は
や
さ
れ
位
置
づ
け
ら
れ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
承
露
盤
』
の
菰
堂
の
句
は
二
十
九
年
か
ら
三
十
一
年
に
集
中
し
て
い
る
が

そ
の
句
数
の
多
さ
を
見
る
と
若
干
二
十
三
歳
の
菰
堂
が
俳
誌
を
出
そ
う
と
し
た

動
機
が
伺
え
る
よ
う
で
あ
る
。

『
種
ふ
く
べ
』
発
行
の
動
機
が
伺
え
る
も
の
と
し
て
清
水
徳
太
郎
は
亀
田

小し
よ
う
こ蛄

（
俳
人
・『
糸
瓜
』
主
宰
）
の
「
春
は
行
く
」（
俳
誌
『
砂
丘
』
第
一
八
七

号
、
昭
和
四
一
・
五
所
載
）
を
引
用
し
て
そ
の
時
代
背
景
を
あ
げ
る
。
亀
田
に

よ
る
と
、「
関
西
で
は
既
に
大
阪
の
「
車
百
合
」
の
第
一
期
が
一
度
没
落
し
た

あ
と
な
の
で
、
唯
一
の
俳
誌
と
な
つ
て
、
諸
国
俳
友
が
ワ
ン
サ
と
投
稿
し
て
き

た
」
の
だ
と
い
う
。

つ
ま
り
、
子
規
の
俳
句
革
新
運
動
に
よ
る
日
本
派
の
俳
句
の
発
表
の
場
を
、

よ
う
や
く
人
々
が
求
め
出
し
て
き
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
要
請
に
応
え
る
も
の

で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
車
百
合
』
は
大
阪
の
青
木
月
兎
が
明
治
三
十
二
年
十
月
、
弱
冠
二
十
一
歳

で
立
ち
上
げ
た
俳
誌
で
あ
る
。
こ
の
時
子
規
は
喜
び
、
祝
句
に
「
俳
諧
の
西
の

奉
行
や
月
の
秋
」
を
寄
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
芭
蕉
の
時
代
、「
俳

諧
の
西
の
奉
行
」
と
云
え
ば
芭
蕉
の
高
弟
と
し
て
著
名
な
『
去
来
抄
』
の
向
井

去
来
で
あ
る
。（「
誠
に
洛
陽
に
去
来
あ
り
て
鎮
西
に
俳
諧
奉
行
な
り
と
故
翁
も

称
し
給
へ
れ
ば
」
支
考
編
『
本
朝
文
鑑
』）。
因
み
に
東
の
奉
行
は
杉
風
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
子
規
の
月
兎
へ
の
祝
句
は
大
変
な
賛
辞
で
あ
り
、
新
聞
記
者
で

あ
る
子
規
の
人
心
掌
握
が
巧
み
な
と
こ
ろ
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
関
西
方
面

に
も
日
本
派
の
俳
句
を
浸
透
さ
せ
た
い
と
す
る
気
持
ち
の
強
さ
が
見
え
て
い
る
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
菰
堂
が
京
都
に
俳
誌
『
種
ふ
く
べ
』
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し

た
動
機
に
関
係
が
な
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

結
果
と
し
て
明
治
三
十
二
年
十
月
、
大
阪
に
青
木
月
兎
の
『
車
百
合
』、
同

三
十
三
年
四
月
、
京
都
に
大
釜
菰
堂
の
『
種
ふ
く
べ
』
が
創
刊
さ
れ
、
し
か
も

月
兎
二
十
一
歳
、
菰
堂
二
十
四
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
事
は
ま
た
、

日
本
派
の
俳
句
を
京
都
、
大
阪
に
も
広
め
た
い
と
い
う
、
子
規
や
、
四
明
に
と

っ
て
も
大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
編
集
発
行
者
の
大
釜
菰
堂
は
こ
の
『
種
ふ
く
べ
』
発
行
日
の
四
月

三
日
以
前
に
、
新
宮
に
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
と
そ
の
周
辺

新
宮
市
立
図
書
館
提
供
の
資
料
『
熊
野
誌
』
二
十
六
号
「
新
宮
町
新
派
俳
句

事
始
」
の
筆
者
清
水
徳
太
郎
は
、
菰
堂
が
新
宮
に
来
た
の
は
明
治
三
十
三
年
三
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月
だ
と
い
う
。
こ
れ
が
確
か
だ
と
す
る
と
京
都
版
『
種
ふ
く
べ
』
が
発
行
さ
れ

た
、
明
治
三
十
三
年
四
月
三
日
に
は
、
菰
堂
は
す
で
に
新
宮
に
移
住
し
て
い
る

事
に
な
る
。『
種
ふ
く
べ
』
の
発
行
日
の
混
乱
は
、
発
行
日
前
後
に
発
行
者
大

釜
菰
堂
が
京
都
に
居
な
か
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
ろ
う
。

新
宮
町
に
『
熊
野
實
業
新
聞
社
』
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
三
年
三

月
、
創
立
者
は
津
田
長
四
郎
で
あ
る
。
清
水
の
記
述
に
よ
る
と
、

初
代
記
者
と
し
て
、
京
都
新
聞
か
ら
主
筆
に
浅
田
空
花
を
、
同
じ
く
京
都

の
日
のマ

マ

出
新
聞
か
ら
大
釜
菰
堂
を
招
聘
し
た
。
二
人
は
一
流
紙
並
み
の
高

級
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
貴
船
神
社
に
残
る
菰
堂
の
履
歴
書
か
ら
判
明

し
て
い
る
。
二
人
は
三
月
の
初
旬
に
は
新
宮
に
入
っ
た
。（
略
）

空
花
二
十
五
才
、
菰
堂
二
十
三
才
で
あ
っ
た

し
か
し
空
花
は
六
ケ
月
余
で
新
宮
を
去
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
上
京
後
、

報
知
新
聞
へ
入
社
。
明
治
三
十
九
年
四
月
博
文
館
に
転
じ
、
後
、
同
館
編
輯
部

主
幹
、「
太
陽
」
の
編
集
長
と
な
っ
た
、
明
治
期
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
代
表
的

な
一
人
で
あ
っ
た
」
と
伝
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
清
水
徳
太
郎
は
、
菰
堂
の
新
宮
行
き
の
い
き
さ
つ
を
、
京
都
版

『
種
ふ
く
べ
』
の
「
印
刷
代
の
滞
り
を
決
着
す
る
た
め
の
都
落
ち
で
は
な
か
っ

た
の
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
実
業
新
聞
社
か
ら
の
前
渡
金
で
支
払
っ
た
と
か
、
破
格
の
給

料
か
ら
月
々
な
し
く
ず
し
で
決
済
し
た
と
か

―
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
い

く
ら
高
級
を
示
さ
れ
た
と
は
い
え
、
折
角
得
た
日
のマ

マ

出
新
聞
の
椅
子
を
一

年
そ
こ
そ
こ
で
棄
て
去
っ
て
、
田
舎
の
新
聞
へ
変
わ
っ
て
行
っ
た
理
由
が

何
と
も
説
明
が
つ
か
な
く
な
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
京
都
版
『
種
ふ
く
べ
』
の
発
行
は
予
想
外
に
経
費
が
か
か

り
、
菰
堂
は
そ
の
支
払
い
に
苦
慮
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
京
都
版
『
種
ふ
く
べ
』
か
ら
お
よ
そ
七
ヶ
月
後
の
十
一
月
二
十
五
日
に
新
宮

で
再
び
『
種
ふ
く
べ
』
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
れ
を
清
水
は
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

こ
の
三
十
三
年
十
一
月
、
お
そ
ら
く
読
者
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
話
だ
ろ
う

が
、
実
は
大
釜
菰
堂
の
手
に
よ
り
、
新
宮
最
初
の
俳
句
雑
誌
が
生
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
筆
者
が
ひ
そ
か
に
「
ま
ぼ
ろ
し
の
俳
誌
」
と
呼
ん

で
い
る
「
種
ふ
く
べ
」
の
発
刊
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
こ
で
清
水
は
「
ま
ぼ
ろ
し
の
俳
誌
」
と
語
る
が
、
彼
は
実
際
に
は
『
種
ふ

く
べ
』
の
新
宮
版
は
も
と
よ
り
、
京
都
版
の
『
種
ふ
く
べ
』
を
も
見
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
両
俳
誌
の
内
容
に
は
全
く
言

及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
わ
ざ
わ
ざ
資
料

を
探
し
、
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
亀
田
小
蛄
の
「
春
は
行
く
」
を
引
用
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
亀
田
小
蛄
は
『
糸
瓜
』
主
宰
。
著
書
『
子
規
時
代
の
人
々
』（
昭
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42
）
が
あ
る
。

次
に
清
水
が
「
ま
ぼ
ろ
し
の
俳
誌
」
と
す
る
新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
の
目
次

を
掲
載
す
る
。
尚
新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
は
、
新
宮
市
立
図
書
館
に
も
原
本
は

存
在
し
な
い
が
、
原
本
の
全
頁
複
写
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
に

基
づ
く
も
の
と
す
る
。
下
段
に
「
前
号
目
次
」
の
二
段
組
に
な
っ
て
い
る
。

種
ふ
く
べ
第
壹
巻
第
壹
號
目
次　
　

前
號
目
次

　
　

明
治
卅
三
年
十
一
月
廿
五
日
発
行

◉
再
刊
の
辞
（
無
署
名
）　	
◉
発
刊
の
一
句

◉
奇
瓢
來
の
辞　
　
　

碧　

	
◉
祝
辞
及
び
祝
句�

鳴
雪
、
露
月
等

◉
審
美
俳
話　
　
　
　

四
明　

	

◉
種
瓢
の
序�

青　
　

嵐

◉
紀
州
熊
野　
　
　
　

菰
堂　

	

◉
俳
句
上
の
京
と
江
戸�

子　
　

規

◉
牛
祭
看
の
記　
　
　

四
明　

	

◉
審
美
俳
話
（
一
）�

四　
　

明

◉
水
ぐ
き　
　
　
　
　

露
石　

	

◉
ア
ス
ト
ン
氏
の
俳
諧
論�

非　
　

無

◉
閏
の
此
月　
　
　
　

田
庭　

	

◉
俳
人
米
仲�
露　
　

石

◉
か
ね
の
音　
　
　
　

紫
軒　

	

◉
文
学
者
の
商
人
根
性�
文　
　

芽

◉
村
も
み
じ　
　
　
　

愚
哉　

	

◉
俳
魔
語�

青 
鬼 
堂

◉
獅
子
蕃
椒　
　
　
　

白
桔
梗　

	

◉
俳
句
の
神�

菰　
　

堂

◉
秋
十
句　
　
　
　
　

露
月　

	

◉
御
取
越�

杜　
　

葉

◉
相
撲
十
句　
　
　
　

別
天
樓　

	

◉
遊
女
と
俳
句�

煙　
　

村

◉
似
柿　
　
　
　
　
　

露
石　

	

◉
竹
外
一
枝�

野
梅 

村
叟

◉
虚
栗　
　
　
　
　
　

菰
堂　

	

◉
落
柿
舎
懐
古�

月　
　

郊

◉
俳
句　

	

◉
梅
花
十
首�

愚　
　

庵

◉
募
集
俳
句
（
痩
石
・
菰
堂
選
）	

◉
募
集
俳
句�

四 

明 

選

◉
俳
句
界　

	

◉
俳
句
界

◉
表
畫　
　
　
　
　
　

不
折

明
治
三
十
三
年
十
一
月
廿
五
日
印
刷

明
治
三
十
三
年
十
一
月
廿
五
日
発
行

�

紀
伊
国
東
牟
婁
郡
新
宮
町
五
百
十
六
番
地

�

発
行
兼
編
輯
人　
　
　
　

大

釜

彌

三

郎

�

紀
伊
国
東
牟
婁
郡
新
宮
町
五
百
十
三
番
地

�

印　

刷　

人　
　
　
　
　

川

北

不

二

夫

�

紀
伊
国
東
牟
婁
郡
新
宮
町
五
百
十
三
番
地

�

印　

刷　

所　
　
　
　
　

熊
野
実
業
新
聞
社
印
刷
所

�

紀
伊
国
東
牟
婁
郡
新
宮
町
五
百
十
三
番
地

�

発　

行　

所　
　
　
　
　

種
ふ
く
べ　

発　

行　

所

こ
れ
に
よ
っ
て
、『
種
ふ
く
べ
』
第
壹
巻
第
一
号
は
確
か
に
京
都
と
新
宮
双

方
で
一
冊
ず
つ
、
計
二
冊
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
新

宮
版
は
本
来
二
号
と
思
わ
れ
る
が
、
京
都
版
に
凡
そ
七
ケ
月
ほ
ど
遅
れ
な
が
ら

不
折
の
同
じ
表
紙
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、「
第
壹
巻　

第
一
號
」
と
あ
る
。
し

か
も
よ
く
見
る
と
京
都
版
と
は
活
字
の
字
体
が
違
い
、
字
も
や
や
小
さ
い
が
、
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不
折
の
画
は
全
く
寸
法
も
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
新
宮
版
は
京
都
版
『
種
ふ
く

べ
』
の
不
折
の
表
紙
を
そ
の
ま
ま
使
い
「
第
壹
巻　

第
一
號
」
だ
け
活
字
を
入

れ
代
え
て
い
る
。
入
れ
替
え
る
な
ら
な
お
さ
ら
「
第
壹
巻　

第
二
號
」
で
よ
い

と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
ま
た
敢
え
て
「
第
一
號
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

目
次
も
「
種
ふ
く
べ
第
壹
巻
第
壹
號
目
次
」
と
あ
り
、
上
下
二
段
で
、
下
段

に
前
号
目
次
を
掲
載
し
て
い
る
。
第
壹
巻
第
壹
號
の
目
次
に
前
号
目
次
が
あ
る

こ
と
に
違
和
感
が
あ
る
。

奥
付
を
見
る
と
発
行
兼
編
輯
人
の
住
所
は
菰
堂
の
住
所
ら
し
い
が
、
印
刷
人
、

印
刷
所
、
発
行
所
、
の
住
所
は
「
熊
野
実
業
新
聞
社
」
の
住
所
で
あ
る
。

ま
た
目
次
に
記
載
は
な
い
が
、
菰
堂
が
「
金
曜
会
（
紀
州
）」
と
い
う
題
で

二
十
六
頁
に
、
当
時
熊
野
に
存
在
し
て
い
た
日
本
派
の
句
会
、「
金
曜
会
」
と

の
出
会
い
を
書
い
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

余
が
今
春
京
を
辞
し
て
始
め
て
此
の
熊
野
の
山
水
に
あ
く
が
れ
来
し
時
、

已
に
此
金
曜
会
と
名
乗
る
新
派
の
俳
団
が
組
織
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
つ
て
、
湯

田
猿
叫
と
い
へ
る
石
井
露
月
の
俳
友
と
か
で
、
大
学
出
身
の
く
す
し
が
四

五
名
の
同
人
ら
と
共
に
、
健
気
に
も
新
俳
諧
の
福
音
を
盛
ん
に
四
方
へ
鼓

吹
し
て
居
つ
た
の
で
、
余
が
新
来
の
此
の
熊
野
に
て
一
番
な
つ
か
し
く
嬉

し
く
感
じ
た
の
は
、
決
し
て
名
物
の
初
鰹
や
鯨
肉
が
喰
へ
る
か
ら
で
も
な

く
、
偶
然
に
も
余
と
同
趣
味
の
此
の
会
が
存
在
し
て
居
つ
た
こ
と
で
あ
つ

た
。

菰
堂
は
な
か
ば
都
落
ち
の
如
く
、
初
め
て
熊
野
の
山
水
の
地
に
来
て
み
る
と
、

思
い
が
け
ず
新
派
俳
句
の
集
団
が
す
で
に
出
来
て
い
た
。
同
じ
く
新
派
の
俳
人

で
あ
る
自
分
は
、
熊
野
名
物
の
初
鰹
や
鯨
肉
よ
り
も
そ
れ
が
一
番
懐
か
し
く
嬉

し
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
束
ね
て
い
る
の
は
、
湯
田
猿
叫
と
い
う
石
井
露
月

の
俳
友
の
く
す
し
、
つ
ま
り
医
師
で
あ
っ
た
、
と
言
う
。
石
井
露
月
は
東
京
の

済
生
学
舎
で
学
ん
で
い
る
の
で
猿
叫
は
そ
こ
で
露
月
と
知
り
合
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

石
井
露
月
は
秋
田
出
身
。
後
に
『
俳
星
』
を
主
宰
す
る
が
、
当
時
は
子
規
の

『
小
日
本
』
を
手
伝
い
、
終
刊
後
は
『
日
本
』
の
記
者
と
な
っ
て
子
規
に
俳
句

を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
間
、
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
た
も
の
の
脚
気
を
患
っ

て
い
た
。
体
調
の
良
く
な
い
露
月
を
心
配
し
た
子
規
は
、
四
明
に
手
紙
を
出
し

て
（
明
治
三
十
二
年
四
月
十
日
、
四
明
宛
子
規
書
簡
）
露
月
の
た
め
に
京
都
で

の
就
職
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
露
月
は
四
明
の
奔
走
に
よ
り
、
明

治
三
十
二
年
四
月
か
ら
京
都
の
東
山
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
。
五
月
二
十
七
日

付
、
子
規
か
ら
四
明
宛
て
書
簡
、「
石
井
露
月
の
身
の
上
に
付
種
々
ご
配
慮
下

さ
れ
～
」
の
礼
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
露
月
が
京
都
東
山
病
院
に
勤
務
中
に
参
加
し
た
京
阪
俳
友
満
月
会
の
句

会
で
、
京
都
の
菰
堂
は
露
月
に
会
っ
て
い
る
。（
露
月
山
人
「
四
明
翁
と
余
」

（『
懸
葵
』
四
明
翁
追
悼
号
）。
従
っ
て
菰
堂
は
京
都
に
い
た
当
時
か
ら
、
露
月

が
子
規
に
近
い
著
名
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
。

菰
堂
と
猿
叫
は
露
月
の
縁
に
よ
る
共
通
の
話
題
も
あ
り
、
菰
堂
は
た
ち
ま
ち

新
宮
の
「
金
曜
会
」
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
二
人
の
親
交
は
長
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く
は
続
か
な
か
っ
た
。
そ
の
年
の
八
月
、
湯
田
猿
叫
が
肺
患
に
よ
り
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。「
金
曜
会
」
の
創
立
者
を
突
然
失
っ
た
菰
堂
で
あ
る
が

こ
の
時
「
会
員
も
二
十
余
名
に
上
が
っ
て
、
優
に
日
本
俳
壇
南
海
の
雄
鎭
と
目

せ
ら
る
ゝ
迄
に
至
つ
た
」
と
高
ら
か
に
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
猿
叫
の
死
を
踏

ま
え
て
「
余
も
亦
敢
え
て
同
会
の
た
め
に
尽
力
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
事
と
な
つ
た
」

と
し
、「
亦
幸
に
雑
誌
「
種
ふ
く
べ
」
も
此
会
の
助
太
刀
を
得
て
再
び
発
刊
の

運
に
会
し
（
略
）
田
辺
の
諸
同
人
と
共
に
、
大
い
に
関
西
の
俳
壇
に
貢
献
す
る

所
あ
ら
む
と
期
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
」
と
『
種
ふ
く
べ
』
再
刊
の
決
意
を

表
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
菰
堂
の
思
う
よ
う
に
は
事
は
進
ま
な
か
っ
た
。

三　
『
種
ふ
く
べ
』
の
廃
刊
と
復
刊

新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
の
「
稟
告
」
に
筆
名
は
な
い
が
多
分
発
行
人
の
菰
堂

と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
り
、
二
種
の
『
種
ふ
く
べ
』
の
廃
刊
と
復
刊
の
経
緯
を

伝
え
て
い
る
。

　
　
　

稟　

告

○
本
誌
「
種
瓢マ

マ

」
は
今
春
京
都
に
於
い
て
一
時
が
ら
／
＼
と
鳴
り
出
で
た

る
の
み
、
い
さ
ゝ
か
触
る
事
あ
り
て
永
ら
く
再
刊
の
運
び
に
も
立
至
ら
ざ

り
し
所
、
こ
た
び
又
も
や
京
阪
紀
の
諸　

同
人
ら
と
相
謀
り
て
、
漸
く
当

熊
野
よ
り
此
度
こ
そ
は
千
生
瓢
箪
と
な
る
に
至
る
ま
で
も
続
々
発
刊
致
し

申
す
べ
き
事
と
相
成
候
、

○
右
の
次
第
な
れ
ば
、
本
誌
発
行
権
も
己
に
消
滅
に
帰
し
去
り
候
た
め
、

今
回
は
更
に
又
発
行
届
を
差
出
し
候
や
う
の
事
に
て
、
初
号
発
刊
の
次
に

再
び
初
号
の
発
刊
を
見
る
が
如
き
奇
観
を
呈
し
申
し
候
へ
ど
も
、
そ
れ
則

ち
俳
諧
雑
誌
の
俳
諧
雑
誌
た
る
所
以
と
し
て
、
何
卒
御
見
免
し
の
程
奉
願

候
。

こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
京
都
版
『
種
ふ
く
べ
』
は
中
川
四
明
の
協
力
を
得
て

子
規
の
論
文
を
中
心
に
、
新
派
の
著
名
俳
人
の
寄
稿
と
募
集
俳
句
を
掲
載
し
て

京
都
で
創
刊
し
た
。
し
か
し
「
い
さ
ゝ
か
触
る
こ
と
」
つ
ま
り
清
水
徳
太
郎
が

想
定
し
て
い
る
予
定
外
の
費
用
が
生
じ
、
一
号
の
み
で
継
続
発
行
が
出
来
な
か

っ
た
。
そ
の
対
策
も
兼
ね
て
発
行
兼
編
輯
者
の
大
釜
菰
堂
は
急
遽
新
宮
の
『
熊

野
實
業
新
聞
』
に
移
動
す
る
。
こ
の
と
き
菰
堂
の
言
う
「
発
行
権
」（
出
版
権

と
思
わ
れ
る
・
論
者
）
も
菰
堂
に
つ
い
て
移
動
し
た
。
し
か
し
熊
野
に
来
て
み

る
と
そ
こ
に
は
新
派
の
俳
句
会
「
金
曜
会
」
が
出
来
て
お
り
彼
等
に
大
歓
迎
を

受
け
る
。
そ
こ
で
菰
堂
は
代
表
の
湯
田
猿
叫
と
協
力
し
て
活
動
、
新
宮
の
新
派

俳
句
は
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
参
加
俳
人
も
増
え
こ
れ
か
ら
と
言
う
と
き
に
猿

叫
が
肺
患
で
亡
く
な
る
。
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
菰
堂
の
行
動
は
確

か
に
拙
速
で
は
あ
る
が
、
猿
叫
に
代
わ
っ
て
紀
州
の
同
人
と
共
に
「
関
西
の
俳

壇
に
大
い
に
貢
献
す
る
所
あ
ら
ん
と
期
す
る
に
至
っ
た
」
と
、
新
宮
版
『
種
ふ

く
べ
』
再
刊
の
辞
に
決
意
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
夭
折
し
た
猿
叫
へ
の

追
悼
の
思
い
も
背
中
を
押
し
た
に
違
い
な
い
。
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事
実
、
菰
堂
は
新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
の
十
九
頁
に
以
下
の
よ
う
に
述
懐
す

る
。「
斯
く
熊
野
の
俳
運
の
隆
盛
に
赴
く
に
つ
け
、
余
は
猿
叫
の
存
生
な
ら
ば

彼
の
お
ど
ろ
し
き
髭
面
に
如
何
な
る
笑
み
を
う
か
べ
る
で
あ
ろ
う
か
と
漫
ろ
に

追
懐
の
情
に
堪
え
な
い
の
で
あ
る
」
と
。

し
か
し
俳
誌
の
発
行
継
続
は
、
嘗
て
子
規
が
忠
告
し
た
よ
う
に
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
。

さ
ら
に
稟
告
に
は
「
発
行
権
が
消
滅
し
た
た
め
、
初
号
の
発
刊
の
後
に
再
び

初
号
の
発
刊
を
見
る
が
如
き
奇
観
を
呈
し
申
し
候
へ
ど
も
」
と
京
都
版
も
新
宮

版
も
一
号
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
を
「
発
行
権
が
消
滅
し
た
た
め
」
と
述
べ

て
い
る
。
で
は
そ
の
発
行
権
の
消
滅
に
つ
い
て
考
え
る
。

ま
ず
『
種
ふ
く
べ
』
の
一
号
が
二
度
発
行
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
前
述
の

新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
の
「
稟
告
」
に
は
発
行
権
が
す
で
に
消
滅
し
た
結
果
と

し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

稟
告
（
抜
粋
）

本
誌
発
行
権
も
己
に
消
滅
に
帰
し
去
り
候
た
め
、
今
回
は
更
に
又
発
行

届
を
差
出
し
候
や
う
の
事
に
て
、
初
号
発
刊
の
次
に
再
び
初
号
の
発
刊
を

見
る
が
如
き
奇
観
を
呈
し
申
し
候
へ
ど
も
、
そ
れ
則
ち
俳
諧
雑
誌
の
俳
諧

雑
誌
た
る
所
以
と
し
て
、
何
卒
御
見
免
し
の
程
奉
願
候
。

『
法
令
全
書
』
に
「
発
行
権
」
の
項
目
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
明
治
二
十
六

年
四
月
十
三
日
改
正
、
の
「
出
版
法
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。（
成
田
総
一

郎
『
實
務
上
よ
り
見
た
る
出
版
法
略
義
・
附
・
出
版
関
係
法
令
集
』
昭
和
八
年

三
月
十
八
日　

丸
の
内
出
版
）。

　

第
三
章　

雑
誌

　
　

第
六
節　

發
行
者
、
編
輯
者
の
特
別
要
注
意
事
項

雑
誌
の
編
輯
者
は
、
單
行
本
の
著
作
者
に
相
等
す
る
故
本
節
も
第
二
章
單

行
本
の
「
發
行
者
著
作
者
特
別
要
注
意
事
項
」
を
再
讀
さ
れ
た
い
。
た
ゞ

本
節
で
述
ぶ
る
こ
と
は
、

發
行
者
、
編
輯
者
、
印
刷
者
、
印
刷
所
等
の
変
更
の
場
合
に
付
い
て
ゞ
あ

る
。
新
聞
紙
法
に
依
る
出
版
物
に
は
、
変
更
届
に
関
す
る
規
定
あ
る
も
、

出
版
法
に
は
、
変
更
届
に
関
し
て
は
何
等
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

故
に
変
更
の
場
合
は
、
変
更
せ
る
奥
付
を
印
刷
し
た
出
版
物
（
雑
誌
）
と

出
版
届
を
呈
出
す
れ
ば
宜
し
い
。

若
し
変
更
届
を
呈
出
せ
る
場
合
に
は
、
發
行
者
に
其
変
更
届
を
返
送
し
改

め
て
最
初
の
出
版
手
続
き
を
履
行
さ
せ
る
事
に
な
る
。

要
す
る
に
変
更
の
場
合
は
、
最
初
の
出
版
手
続
き
と
同
様
の
手
続
き
を
履

行
す
べ
き
で
変
更
届
の
呈
出
を
要
し
な
い
。

こ
の
条
文
を
ふ
ま
え
れ
ば
、『
種
ふ
く
べ
』
新
宮
版
の
場
合
は
、「
印
刷
者
」、

「
印
刷
所
」
の
変
更
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
「
出
版
法
に
は
、
変
更
届
に

関
し
て
は
何
等
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
あ
る
の
で
、
変
更
届
は
必
要
な
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い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
何
も
し
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
く
、「
変

更
せ
る
奥
付
を
印
刷
し
た
出
版
物
（
雑
誌
）
と
出
版
届
を
呈
出
す
れ
ば
宜
し

い
。」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
若
し
変
更
届
を
呈
出
せ
る
場
合
に
は
、
発
行
者
に

其
変
更
届
を
返
送
し
改
め
て
最
初
の
出
版
手
続
き
を
履
行
さ
せ
る
事
に
な
る
」

と
あ
る
の
で
、
新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
は
多
分
こ
こ
に
該
当
し
、
重
ね
て
「
最

初
の
出
版
手
続
き
」
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
、「
第
壹
巻
第
一
號
」
と
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
真
実
は
菰
堂
が
書
い
て

い
る
よ
う
に
「
俳
諧
雑
誌
の
俳
諧
雑
誌
た
る
所
以
と
し
て
何
卒
御
見
免
じ
の

程
」
を
了
承
す
る
他
は
な
い
の
で
あ
る
。

新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
の
奥
付
の
上
段
に
は
、
◎
で
俳
句
募
集
が
出
て
い
る
。

長
井
愚
哉
選　
　

師
走　
（
一
人
十
句
吐
）

水
落
露
石
選　
　

蝋
梅　
（
一
人
十
句
吐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
〆
切　

十
二
月
十
五
日
限

中
川
四
明
選　
　

福
引　
（
一
人
十
句
吐
）

野
田
別
天
樓
選　

車
（
春
季
結
）（
一
人
十
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
〆
切　

一
月
十
五
日
限

こ
の
時
点
で
は
、
四
明
を
は
じ
め
他
の
三
人
の
選
者
も
す
で
に
依
頼
し
、
稟

告
に
あ
る
よ
う
に
「
千
生
瓢
箪
と
な
る
に
至
る
ま
で
も
続
々
発
刊
致
す
」
予
定

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
菰
堂
は
突
然
、
明
治
三
十
四
年
一
月
二
十
日
、
慌
た
だ
し
く
新
宮

を
去
る
。
直
接
の
原
因
は
「
彼
の
書
い
た
記
事
が
社
主
の
さ
し
止
め
を
喰
っ
た

の
で
あ
る
。
腹
に
す
え
か
ね
た
の
で
あ
ろ
う
菰
堂
は
京
都
へ
窮
状
を
訴
え
た
が
、

折
り
返
し
電
報
が
届
い
た
。「
ス
グ
カ
エ
レ
」
の
電
文
で
あ
っ
た
」（
清
水
徳
太

郎
）。
こ
う
し
て
、
新
宮
に
お
け
る
菰
堂
の
「
熊
野
實
業
新
聞
」
記
者
と
し
て

の
滞
在
は
僅
か
一
年
に
満
た
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

次
に
菰
堂
の
消
息
が
見
え
る
の
は
お
よ
そ
二
年
後
、
明
治
三
十
五
年
十
二
月

五
日
、
三
重
県
南
牟
婁
郡
木
本
町
で
発
行
さ
れ
た
俳
誌
『
く
じ
ら
』（
発
行
兼

編
集
人
・
中
西
鶴
次
郎
）
で
あ
る
。
創
刊
号
巻
頭
言
「
鯨
」
の
発
行
に
つ
い
て
」

は
菰
堂
が
書
い
て
い
る
。

	

『
鯨
』
の
発
行
に
就
て	

菰
堂

こ
の
た
び
熊
野
俳
人
の
手
に
依
り
、
冊
子
「
鯨
」
の
発
行
せ
ら
る
ゝ
に

就
い
て
、
こ
れ
と
多
少
因
縁
を
有
す
る
余
は
、
何
か
巻
頭
に
一
言
を
題
す

べ
き
責
任
あ
る
か
の
如
く
感
ぜ
ら
る
。

紀
州
は
昔
時
六
十
萬
石
の
大
藩
中
に
獅
子
庵
（
俳
人
・
各
務
支
考
・
論
者
）

の
俳
風
隆
昌
を
極
め
し
た
め
、
熊
野
に
も
或
は
其
俳
系
伝
は
ら
ざ
り
し
か

（
略
）。

京
の
「
種
瓢
」
に
失
敗
し
、
熊
野
の
「
種
瓢
」
に
失
敗
せ
し
余
は
、
こ
の

「
鯨
」
の
成
功
を
祈
る
や
切
な
り
。
芭
蕉
逝
き
て
十
哲
流
派
を
争
ひ
、
子

規
去
つ
て
明
治
俳
壇
の
統
一
者
を
失
ふ
、
同
人
の
築
か
ん
と
せ
し
バ
ベ
ル
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の
俳
塔
は
、
今
や
天
に
達
せ
ず
し
て
破
壊
せ
ら
れ
畢
ん
ぬ
、
斯
界
こ
れ
よ

り
詩
神
の
奇
跡
に
依
り
て
、
漸
く
俳
調
の
侏
離
を
観
る
に
至
ら
ん
か
、

　

さ
れ
ば
寄
語
す
熊
野
の
「
鯨
」
よ
、

　

�

熄
む
時
な
き
海
の
活
動
と
共
に
、
噴
け
、
絶
え
ず
清
新
の
詩
潮
を
。

（
傍
線
・
論
者
）

　
　
　

黒
潮
や
鯨
逸
せ
し
沖
の
方

こ
こ
で
菰
堂
は
、
何
の
悪
び
れ
る
こ
と
も
な
く
、
何
の
弁
明
も
す
る
こ
と
な

く
、「
京
の
種
瓢
」
に
失
敗
し
、
熊
野
の
「
種
瓢
」
に
失
敗
せ
し
余
」
と
率
直

に
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
自
分
は
「
種
瓢
」
と
い
う
大
き
な
鯨
を
二
度
も
逸
し

て
し
ま
っ
た
が
、
今
回
創
刊
さ
れ
た
俳
誌
『
く
じ
ら
』
は
、「
熄
む
時
な
き
海

の
活
動
と
共
に
、
噴
け
、
絶
え
ず
清
新
の
詩
潮
を
」
と
鼓
舞
す
る
。「
絶
え
ず

清
新
の
詩
を
噴
き
続
け
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
俳
句
の
生
命
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
で
、
俳
誌
の
発
行
継
続
に
は
意
欲
と
資
金
的
な
支
え
が
、
車
の
両
輪

の
如
く
必
須
で
あ
る
。
幻
の
『
種
ふ
く
べ
』
に
は
そ
こ
が
欠
落
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

次
に
新
宮
版
「
種
ふ
く
べ
」
の
資
金
的
背
景
を
知
る
た
め
に
そ
の
奥
付
、
会

則
を
見
る
。

発
売
日　

毎
月
一
回
（
十
五
日
）

定　

価　

�

一
部
金
八
銭
△
郵
税
金
壱
銭
△
六
部
前
金
郵
税
共
金
四
拾
五
銭

△
十
二
部
前
金
八
拾
五
銭
△
郵
券
代
用
一
割
増
（
壱
銭
郵
券
に

限
る
）

規　

定　

�

前
金
に
非
ざ
れ
ば
発
送
せ
ず
△
前
金
盡
き
た
る
時
は
封
皮
に
朱

印
を
付
す
べ
し

広
告
料　

五
號
活
字
一
行
金
拾
銭
△
一
頁
四
圓

為　

替　

振
當
局
新
宮
郵
便
局

名　

宛　

�

紀
伊
国
東
牟
婁
郡
新
宮
町
熊
野
實
業
新
聞
社
内
「
種
ふ
く
べ
」

発
行
所

こ
の
奥
付
の
内
容
は
『
種
ふ
く
べ
』
京
都
版
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
相
違
点

は
転
地
に
よ
る
①
名
宛
て
発
行
所
の
住
所
変
更
、
②
為
替
の
「
振
當
局
新
宮
郵

便
局
」
へ
の
変
更
だ
け
で
あ
る
。

「
広
告
料　

五
號
活
字
一
行
金
拾
銭
△
一
頁
四
圓
」
が
目
を
引
く
。
広
告
収

入
を
頼
り
に
し
て
い
る
。

次
に
、
二
年
の
時
間
差
は
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
『
く
じ
ら
』
の
会
則
を
み

る
。　

　
　

莖
菁
會
々
則
（
必
要
部
分
の
み
抜
粋
）

一
本
會
は
左
の
會
員
を
以
て
組
織
す

　
　

正
會
員　
　

毎
月
會
費
金
拾
銭
を
納
む
る
も
の

　
　

賛
助
會
員　

毎
月
會
費
金
弐
拾
銭
を
納
む
る
も
の
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特
別
會
員　

�

特
に
本
會
の
趣
旨
を
賛
成
せ
ら
れ
維
持
費
と
し
て
一
回

或
い
は
二
回
に
金
参
圓
以
上
を
寄
付
す
る
者
、
但
し
終

身
會
費
を
徴
収
せ
ず

一
本
會
々
員
た
ら
ん
と
す
も
の
は
三
ヶ
月
分
以
上
の
會
費
を
前
納
す
る
事
、

但
郵
券
代
用
は
一
割
増
し
の
事

『
く
じ
ら
』
の
方
は
会
員
を
正
会
員
、
賛
助
会
員
、
特
別
会
員
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
金
額
を
決
め
て
毎
月
き
ち
ん
と
入
金
す
る
よ
う
決
め
て
あ
る
。
そ
れ
で

も
創
刊
号
の
最
後
に
「
会
費
未
納
の
会
員
諸
君
は
何
卒
至
急
御
送
付
被
下
度

候
」
と
督
促
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
は
非
常
に
心
許
な
い
。
誌
代
と
郵

送
料
だ
け
が
明
示
さ
れ
て
い
て
、
他
に
は
広
告
料
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。広

告
料
は
未
確
定
の
も
の
で
あ
る
。
会
員
の
原
稿
や
校
正
は
無
償
と
し
て
も
、

印
刷
料
、
用
紙
代
、
郵
送
料
、
通
信
費
、
そ
の
他
細
か
い
諸
費
用
、
外
部
に
原

稿
を
依
頼
す
れ
ば
謝
礼
も
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
毎
月
必
ず
必
要
な
経
費
は
ど
こ

か
ら
捻
出
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
早
晩
発
行
が
出
来
な
く
な
る
の
は
目
に
見
え
て

い
る
。

『
種
ふ
く
べ
』
の
京
都
版
に
関
わ
り
、
新
宮
版
に
も
寄
稿
し
て
そ
の
帰
趨
を

見
て
い
た
四
明
は
、
明
治
三
十
七
年
二
月
十
一
日
俳
誌
『
懸
葵
』
を
創
刊
す
る

と
き
、
東
京
遊
学
中
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
知
り
、
正
岡
子
規
に
傾
倒
し
て
い

た
俳
人
で
、
や
が
て
真
宗
大
谷
派
第
二
三
世
官
長
と
な
る
大
谷
句
仏
に
援
助
を

依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
『
懸
葵
』
は
、
四
明
が
没
し
た
大
正
六
年
以
降
も

安
定
的
に
発
展
し
、
昭
和
一
九
年
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
悪
化
の
た
め
終
刊
と

な
る
四
七
四
号
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
新
宮
か
ら
京
都
へ
戻
っ
た
菰
堂
の
人
生
の
転
換
を
清
水
は
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

古
巣
、
京
都
日
の
出
新
聞
に
戻
っ
た
菰
堂
は
四
十
二
年
十
二
月
ま
で
勤

務
、
そ
の
後
名
古
屋
に
出
て
愛
知
新
聞　

扶
桑
新
聞
の
編
輯
部
長
を
務
め

て
い
る
。

大
正
四
年
、
神
官
の
試
験
を
通
り
、
貴
船
神
社
の
禰
宜
に
変
わ
っ
た
。

次
い
で
大
原
野
神
社
に
奉
仕
、
最
後
は
伊
勢
の
北
畠
神
社
の
宮
司
で
あ
っ

た
。神

官
仲
間
で
は
石
笛
の
名
手
と
し
て
聞
こ
え
、
俳
句
で
は
晩
年
ま
で

「
懸
葵
」
の
同
人
、
同
誌
選
者
の
長
老
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
四
年
春
没

し
た
。
八
十
三
才
で
あ
っ
た
。

四　

大
釜
菰
堂
と
『
承
露
盤
』

俳
誌
『
種
ふ
く
べ
』
一
号
が
二
冊
も
誕
生
し
た
動
機
を
考
え
る
と
、
元
々
は

子
規
の
新
派
俳
句
に
興
味
を
持
っ
た
菰
堂
が
、
主
と
し
て
新
聞
『
日
本
』
に
こ
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つ
こ
つ
投
句
し
、
そ
れ
が
子
規
選
に
よ
っ
て
度
々
新
聞
『
日
本
』
等
に
掲
載
さ

れ
、
有
望
な
若
手
俳
人
と
し
て
名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
菰

堂
が
自
信
を
深
め
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。『
承
露
盤
』
に
収
録
さ
れ
た
菰

堂
の
六
十
九
句
は
そ
の
経
過
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

『
承
露
盤
』
は
今
で
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
子
規
の
俳
句
革
新

運
動
の
初
期
に
あ
っ
て
、
記
念
す
べ
き
俳
句
集
で
あ
る
。
子
規
が
自
分
の
手
控

え
と
し
て
明
治
二
十
八
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
の
新
聞
そ
の
他
に
投
句
さ
れ
た

句
を
自
ら
選
ん
で
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
総
句
数
七
九
四
八
、
こ
れ

を
新
年
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
と
季
節
別
に
分
類
整
理
し
て
い
る
。

『
承
露
盤
』
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
九
月
二
〇
日
、
寒
川
鼠
骨
が
改

造
社
版
子
規
全
集
の
付
録
に
す
る
た
め
、
正
岡
子
規
編
著
と
し
て
巧
芸
社
か
ら

刊
行
し
た
。
し
た
が
っ
て
子
規
在
世
当
時
は
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

な
お
、（『
俳
文
学
大
辞
典
』
和
田
克
司
氏
）
に
よ
る
と
、
こ
の
『
承
露
盤
』

の
「
子
規
の
自
筆
草
稿
は
、
子
規
庵
重
修
の
た
め
一
枚
ず
つ
配
布
さ
れ
た
」
と

い
う
。

子
規
選
集
『
承
露
盤
』
に
入
集
し
た
菰
堂
の
句
を
次
に
あ
げ
る
。
句
の
下
に
、

『
新
俳
句
』
と
あ
る
の
は
『
承
露
盤
』
の
他
に
『
新
俳
句
』
に
も
同
句
が
掲
載

さ
れ
た
も
の
、
同
じ
く
『
日
本
』
は
新
聞
『
日
本
』
に
、『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
は

松
山
版
に
も
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
日
付
と
と
も
に
解
る
限
り
記
し
た
。

菰
堂
の
計
六
十
九
の
内
訳
は
明
治
二
十
九
年
三
十
一
句
、
同
三
十
年
、
三
十
五

句
、
三
十
一
年
一
句
、
三
十
二
年
二
句
が
確
認
さ
れ
る
。
今
回
は
こ
う
し
た
中

か
ら
、
明
治
二
十
九
年
の
状
況
を
掲
載
す
る
。『
承
露
盤
』
の
俳
号
は
「
菰
堂

子
」、
他
は
「
菰
堂
」
で
あ
る
。

『
承
露
盤
』
掲
載
、
菰
堂
子
（
菰
堂
）
句

明
治
二
十
九
年
（
31
句
）

　

古
店
に
売
ら
る
ゝ
雛
の
あ
は
れ
な
り	

菰
堂
子

　

茶
を
の
ん
で
山
を
見
て
ゐ
る
日
永
哉	

�

同
『
日
本
』
明
29
・
４
・
７
、

『
新
俳
句
』

　

春
雨
や
殿
光
菊
を
召
し
給
ふ	

同
『
新
俳
句
』

　

背
戸
川
に
家
鴨
眠
り
て
あ
た
ゝ
か
き	

�

同
『
日
本
』
明
29
・
５
・
３
、

『
新
俳
句
』、

　

眞
白
に
櫻
さ
き
け
り
大
江
山	

同

　

雛
殿
も
寐
ま
ら
せ
玉
へ
桃
の
月	

同
『
日
本
』
明
30
・
５
・
９

	
�『

ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
13
号
（
紙
雛

も
）

　

衛
士
の
た
く
篝
の
上
や
花
吹
雪	

同
『
日
本
』
明
30
・
５
・
９

　

散
る
は
／
＼
烏
帽
子
に
袖
に
さ
く
ら
／
＼	

同
『
日
本
』
明
30
・
５
・
９

	

『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
13
号

　

夕
月
や
蝙
蝠
さ
わ
ぐ
無
住
寺	

同
『
日
本
』
明
29
・
５
・
12

　

芝
は
扇
螢
火
は
其
繪
な
り
け
り	

�

同
『
日
本
』
明
29
・
６
・
28
、

『
新
俳
句
』

　

花
桐
に
夕
月
細
し
塀
の
内	

同
『
日
本
』
明
29
・
６
・
29
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月
涼
し
蓑
笠
を
着
て
人
戻
る	

同
『
日
本
』
明
30
・
５
・
25

　

涼
し
さ
に
飛
は
ん
と
も
せ
ず
鷺
一
羽	

同
『
日
本
』
明
30
・
５
・
25

　

夕
顔
や
瓜
番
の
家
灯
の
と
も
る	

同
『
日
本
』
明
30
・
６
・
21

　

衣
更
て
日
本
一
の
御
姿	

同
「
日
本
」
明
30
・
６
・
21

　

下
闇
を
出
つ
れ
は
歌
の
中
山
寺	

同
『
日
本
』
明
30
・
６
・
８

　

光
菊
に
袷
を
た
ま
ふ
大
臣
哉	

同
『
日
本
』
明
30
・
５
・
25

　

背
戸
口
に
ふ
ら
り
と
下
が
る
南
瓜
哉	

同
『
日
本
』
明
30
・
６
・
24

　

手
を
伸
ば
し
足
を
伸
ば
し
て
蚊
帳
の
月	

�

同
『
日
本
』
明
29
・
８
・
９
、

『
新
俳
句
』

　

夕
紅
葉
樵
夫
歌
ふ
て
帰
り
け
り	

同

　

秋
風
か
糸
瓜
を
ふ
く
は
面
白
や	

同

　

芭
蕉
葉
や
あ
る
夜
風
雨
の
来
た
り
過
ぐ	

�
同
『
日
本
』
明
29
・
10
・
29

『
新
俳
句
』

　

朝
曇
り
ぷ
つ
と
ふ
く
る
ゝ
桔
梗
か
な	

同

　

大
い
な
る
松
茸
得
た
り
茨
の
中	

�

同
『
日
本
』
29
・
10
・
29
、『
新

俳
句
』

　

鞭
う
て
ば
牛
倒
れ
ん
と
す
枯
れ
野
原	

同
『
日
本
』
明
29
・
11
・
23

　

枯
野
原
萩
も
芒
も
焚
か
れ
け
り	

同
『
日
本
』
明
29
、
12
・
１

　

行
燈
く
ら
き
浦
の
蕎
麦
屋
や
鳴
く
千
鳥	

同

　

灯
を
と
も
す
家
四
五
軒
の
枯
野
哉	

同

　

駕
舁
の
刀
と
り
出
す
枯
野
か
な	

同
『
日
本
』
明
29
・
12
・
14

　

乞
食
の
ふ
る
は
／
＼
と
菰
の
雪	

�

同
『
日
本
』
明
30
・
１
・
３
、

『
新
俳
句
』

　

枯
れ
／
＼
て
一
本
芒
倒
れ
ん
と
す	

同

こ
の
『
承
露
盤
』
で
子
規
に
選
句
さ
れ
六
九
句
と
い
う
句
数
の
多
さ
を
見
る

と
、
菰
堂
が
二
十
三
歳
の
若
さ
で
、
俳
誌
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
理
由
が
見

え
て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
こ
に
は
ま
だ
四
明
も
一
句
も
出
て
い
な
い
。

次
に
『
新
俳
句
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
川
四
明
と
菰
堂
の
句
を
見
る
。

『
新
俳
句
』
は
掲
載
総
数
四
八
五
七
句
、
掲
載
人
数
は
お
よ
そ
六
百
余
名
で

あ
る
が
、
四
明
は
八
句
、
菰
堂
は
九
句
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
菰
堂
の
作
品

の
み
を
あ
げ
る
。

大
釜
菰
堂　

掲
載
九
句
、

　

長
閑　

背
戸
川
に
家
鴨
眠
り
て
暖
き�

�

菰
堂　
『
日
本
』
明
29
・
５
・
３

　

日
永　

茶
を
飲
ん
で
山
を
見
て
居
る
日
永
か
な

	

同

　

春
雨　

春
雨
や
殿
光
菊
を
め
し
た
ま
ふ	

同　
『
日
本
』
明
30
・
４
・
14

　

蚊
帳　

手
を
伸
ば
し
足
を
伸
ば
し
て
蚊
帳
の
月

	

同　
『
日
本
』
明
29
・
６
・
28

　

涼
し　

月
涼
し
引
っ
ぱ
り
上
げ
る
大
錨	

同

　

名
所
の
部　

平
等
院

　
　
　
　

芝
は
扇
螢
火
は
其
の
絵
な
り
け
り

	

同　
『
日
本
』
明
29
・
６
・
28
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茸　
　

大
い
な
る
松
茸
得
た
り
茨
の
中	

同

　

芭
蕉　

芭
蕉
葉
や
あ
る
夜
風
雨
の
来
り
過
ぐ

	

同

　

雪　
　

乞
食
の
降
る
は
〳
〵
と
菰
の
雪	

同　
『
日
本
』
明
30
・
１
・
３

菰
堂
の
方
が
早
く
か
ら
子
規
の
新
聞
『
日
本
』
そ
の
他
の
俳
句
欄
に
投
句
し

て
い
て
名
前
が
見
え
る
。
従
っ
て
句
歴
で
は
菰
堂
の
方
が
勝
る
が
、
年
長
者
で

あ
り
、
京
都
で
は
著
名
な
美
学
者
の
四
明
を
越
え
る
九
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
若
い
菰
堂
が
自
ら
俳
誌
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。
新
聞
『
日
本
』
の
読
者
は
俳
句
欄
の
「
子
規
選
」
で
、
ま
た

『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
の
読
者
は
、
四
明
の
報
告
を
筆
頭
と
す
る
「
地
方
俳
句
会
」・

「
京
都
通
信
」
な
ど
で
、
菰
堂
の
活
躍
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
筈
で
あ
る
。

菰
堂
は
お
そ
ら
く
京
阪
俳
友
満
月
会
の
中
で
も
松
山
以
外
の
若
手
作
者
と
し

て
、
子
規
の
初
期
の
評
価
が
高
い
と
言
う
点
で
は
一
頭
地
を
抜
い
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
で
「
俳
人
と
し
て
の
格
付
け
が
定
着
し
た
」（
清
水
徳
太
郎

「
新
宮
町
新
派
俳
句
事
始
」）
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
の
空
気
の
中
で
も
日
本
派
の
俳
句
は
そ
う
簡
単
に

最
初
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
四
明
、
鼠
骨
と
共

に
京
阪
俳
友
満
月
会
を
設
立
し
た
水
落
露
石
が
「
当
時
日
本
新
聞
へ
の
投
句
家

は
極
め
て
少
な
か
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。（
傍
線
・
論
者
）（
水
落
露
石

「
四
明
翁
を
哭
す
」『
懸
葵
』
七
月
号　

故
四
明
翁
追
悼
号
）。

四
明
は
京
都
に
戻
っ
て
か
ら
も
新
聞
『
日
本
』
に
寄
稿
し
、
京
阪
俳
友
満
月

会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
は
そ
の
句
会
稿
を
掲
載
し
、
ま
た
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
の

東
遷
以
降
は
子
規
の
要
請
で
、「
地
方
俳
句
会
」
の
筆
頭
に
京
阪
俳
友
満
月
会

の
句
稿
と
活
動
状
況
を
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
に
掲
載
し
た
。
こ
う
し
た
新
聞
、
雑

誌
で
の
刻
々
の
情
報
は
、
地
方
俳
句
会
の
設
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
。
四
明
は
新
聞
『
日
本
』
の
寄
稿
者
で
あ
り
読
者
と
し
て
菰
堂
が
度
々

『
日
本
』
に
投
句
し
、
子
規
選
に
入
選
し
て
い
る
こ
と
も
熟
知
し
て
い
た
筈
で

あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
菰
堂
の
『
種
ふ
く
べ
』
を
応
援
し
、
子
規
に
論
文
と

選
を
依
頼
し
、
鳴
雪
や
露
月
、
露
石
、
な
ど
の
有
名
俳
人
に
声
を
か
け
て
祝
句

も
集
め
花
を
添
え
て
や
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
紙
の
大
き
な
ふ
く
べ
の
中
に
書

か
れ
た
「
種
ふ
く
べ
」
の
文
字
は
四
明
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
を
、
亀
田
小
蛄
が

随
筆
「
春
は
行
く
」
で
証
言
し
て
い
る
。

そ
う
考
え
る
と
大
釜
菰
堂
の
熱
心
な
新
聞
『
日
本
』
へ
の
投
句
と
そ
の
成
果

は
京
都
の
知
識
人
で
あ
る
中
川
四
明
を
動
か
し
、
ま
た
俳
句
革
新
を
進
め
る
子

規
を
励
ま
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

無
名
の
菰
堂
の
情
報
は
非
常
に
少
な
い
が
今
回
小
さ
な
発
見
が
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
は
、『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
松
山
版
第
八
号
（
明
治
三
十
一
年
八
月
）

の
「
風
交
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
四
十
五
名
の
名
簿
の
な
か
に
菰
堂
の
氏
名

が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
大
釜
菰
堂
（
彌
三
郎
）
京
都
市
五
条
通
伏
見
街
道
東

入
」
と
住
所
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
松
山
版
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
は
子
規
の
幼
な

じ
み
で
、
海
南
新
聞
の
社
員
で
あ
っ
た
柳
原
極
堂
が
明
治
三
十
年
一
月
十
五
日

松
山
で
創
刊
。
ほ
ぼ
一
人
で
編
集
発
行
を
担
い
翌
三
十
一
年
八
月
三
十
一
日
、
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二
十
号
ま
で
発
行
し
、
東
京
の
虚
子
と
子
規
に
引
き
継
い
で
い
る
。「
風
交
」

は
現
在
の
会
員
の
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
第
二
は
、
菰
堂
と
四
明
の
接
点
で
、
菰
堂
自
身
が
「
故
四
明
翁
追
悼

號
」（
大
正
六
年
『
懸
葵
』
七
月
号
）
に
次
の
よ
う
な
思
い
出
を
書
い
て
い
る
。

二
条
富
小
路
の
銅
鉈
坊
に
住
は
れ
た
頃
は
、
痩
石
、
煙
村
、
鯱
江
、
私
等

の
独
逸
語
を
教
は
つ
た
時
代
で
、
氷
川
翁
勝
海
舟
伯
の
小
自
在
の
額
は
此

の
時
代
か
ら
書
斎
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
っ
た
。

四
明
が
「
萬
有
家
塾
」
を
開
き
、
ド
イ
ツ
語
や
科
学
を
教
え
て
い
た
の
は
、

明
治
十
一
年
か
ら
明
治
十
七
年
頃
ま
で
の
、
京
都
府
に
新
設
さ
れ
た
師
範
学
校

の
教
師
時
代
で
あ
る
。（
清
水
貞
夫
「
四
明
中
川
重
麗
略
年
譜
」『
俳
人
四
明
覚

書
四
』
平
成
一
九
年
三
月　

現
代
文
藝
社
）。
と
す
れ
ば
明
治
九
年
生
ま
れ
の

菰
堂
は
少
年
時
代
か
ら
、
成
人
後
に
は
句
友
と
な
る
子
供
達
と
と
も
に
四
明
の

塾
に
通
い
、
当
時
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
事
に
な
る
。
つ
ま
り
、
菰
堂
と
四
明
の

そ
の
よ
う
な
長
い
交
流
の
蓄
積
の
中
か
ら
、
菰
堂
は
四
明
の
京
阪
俳
友
満
月
会

の
設
立
に
立
ち
回
り
、
ま
た
そ
の
交
流
か
ら
『
種
ふ
く
べ
』
は
生
ま
れ
た
。
結

果
的
に
新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
ま
で
発
行
し
拙
速
の
失
敗
も
あ
っ
た
が
、
菰
堂

は
未
だ
投
稿
者
も
少
な
か
っ
た
新
聞
『
日
本
』
に
、
松
山
以
外
の
京
都
か
ら

黙
々
と
熱
心
に
投
稿
す
る
こ
と
で
子
規
の
新
派
俳
句
の
伝
播
に
貢
献
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

五　
『
種
ふ
く
べ
』
と
京
阪
俳
友
満
月
会

こ
の
章
で
は
『
種
ふ
く
べ
』
の
母
体
と
な
っ
た
京
阪
俳
友
満
月
会
を
考
察
す

る
。新

聞
『
日
本
』
の
記
者
で
あ
っ
た
中
川
四
明
（
重
麗
）
は
、
明
治
二
十
三
年

九
月
出
身
地
の
京
都
に
戻
る
が
『
日
本
』
に
は
継
続
し
て
記
事
原
稿
を
送
っ
て

い
た
。
同
二
十
五
年
十
二
月
子
規
が
『
日
本
』
に
入
社
し
四
明
の
後
輩
記
者
と

な
る
。

新
聞
『
日
本
』
は
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
、
陸
羯
南
に
よ
っ
て
創
刊
さ

れ
た
が
、
こ
の
と
き
中
川
四
明
（
重
麗
）
は
記
者
と
し
て
設
立
に
参
加
し
て
い

た
。
編
集
長
の
古
島
一
雄
は
『
日
本
』
が
若
者
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

紙
面
は
振
仮
名
ぬ
き
の
漢
文
口
調
だ
か
ら
、
無
論
一
般
向
き
で
は
な
か
っ

た
が
、
雄
健
な
る
文
章
と
溢
れ
る
情
熱
と
は
、
青
年
の
血
を
湧
か
し
、
当

時
神
田
の
下
宿
屋
で
は
、
こ
の
新
聞
を
取
る
の
を
誇
り
と
し
て
居
っ
た
。

�

　
（
古
島
一
雄
「
回
想
の
子
規
」『
子
規
全
集　

別
巻
二
）

京
都
に
戻
っ
た
四
明
を
、
子
規
の
紹
介
で
京
都
中
学
の
学
生
で
あ
っ
た
松
山

出
身
の
寒
川
鼠
骨
が
訪
ね
る
。
以
後
二
人
は
頻
繁
に
吟
行
を
重
ね
四
明
が
送
付

す
る
記
事
原
稿
に
添
え
て
、『
日
本
』
に
俳
句
を
投
句
す
る
地
道
な
活
動
を
続

け
て
い
た
。
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子
規
を
応
援
す
る
俳
句
結
社
と
し
て
は
子
規
の
郷
里
松
山
に
松
風
会
が
出
来

て
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
同
窓
会
の
よ
う
な
地
方
の
集
ま
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
引
き
替
え
京
阪
俳
友
満
月
会
は
、
そ
の
設
立
の
経
過
か
ら
一
貫
し
て
、

片
隅
で
は
あ
っ
た
が
、
当
時
の
若
者
に
人
気
を
得
て
い
た
新
聞
『
日
本
』
に
掲

載
さ
れ
、
子
規
や
俳
句
に
関
心
を
寄
せ
る
読
者
に
直
ち
に
伝
達
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
八
月
十
八
日
、
例
に
よ
っ
て
吟
行
に
蓮
の
花
を
見
に
出
か
け

た
四
明
、
鼠
骨
、
大
阪
の
水
落
露
石
の
三
人
は
俳
句
結
社
立
ち
上
げ
の
相
談
を

す
る
。
そ
の
模
様
を
設
立
発
起
人
の
一
人
水
落
露
石
が
記
録
し
て
い
る
。

京
阪
満
月
会
が
成
り
立
っ
た
の
も
ま
た
此
時
で
あ
る
。（
略
）
会
規
万
端

悉
く
翁
の
創
意
で
、
毎
月
一
回
満
月
の
夜
を
以
て
会
す
と
か
、
月
の
出
汐

を
待
っ
て
会
を
開
く
と
い
ふ
や
う
な
、
な
か
／
＼
振
る
つ
た
会
規
が
案
ぜ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
日
本
新
聞
へ
の
投
句
家
は
極
め
て
少
な
か
っ
た

の
で
あ
る
が
、
は
か
ら
ず
今
宵
の
如
く
三
人
会
し
て
み
れ
ば
、
尚
他
に
も

多
少
の
同
好
者
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
は
何
か
会
の
や
う
な
も
の

を
設
け
る
必
要
が
あ
ら
う
。
こ
れ
が
満
月
会
の
成
り
立
っ
た
起
源
で
あ
り
、

ま
た
地
方
に
俳
句
の
集
団
が
出
来
た
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
こ
に
露
石
が
回
想
す
る
よ
う
に
、
京
阪
俳
友
満
月
会
は
、
子
規
の
出
身
地

松
山
の
「
松
風
会
」
を
除
け
ば
、
地
方
に
日
本
派
の
俳
句
集
団
の
出
来
た
初
め

て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
「
当
時
日
本
新
聞
へ
の
投
句
家
は
極
め
て
少
な

か
っ
た
」
と
露
石
は
い
う
。
従
っ
て
子
規
に
と
っ
て
は
ま
だ
不
安
定
な
こ
の
時

期
に
、
か
つ
て
予
備
門
の
教
師
で
あ
り
、
新
聞
『
日
本
』
の
記
者
で
あ
り
、
京

都
で
は
「
美
学
者
」
と
し
て
名
の
知
ら
れ
た
知
識
階
級
で
あ
っ
た
四
明
の
参
加

は
、
投
句
者
に
も
、
投
句
し
よ
う
か
と
思
い
あ
ぐ
ね
て
い
た
読
者
に
も
背
中
を

押
す
も
の
で
あ
り
、
子
規
の
俳
句
革
新
を
励
ま
す
も
の
で
あ
っ
た
。

水
落
露
石
が
「
な
か
／
＼
振
る
っ
た
会
規
」
と
い
う
、
四
明
が
創
意
工
夫
し

た
「
京
阪
俳
友
満
月
会　

無
趣
意
書
」
と
い
う
会
規
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。「

京
阪
俳
友
満
月
会
」
無
趣
意
書
（『
日
本
』
明
治
二
十
九
年
九
月
二
日
よ

り
抜
粋
）

　

一
、
満
月
の
夜
を
以
て
雨
天
に
て
も
構
は
ざ
る
事

　

一
、
遅
く
と
も
月
の
出
ま
へ
二
時
間
に
集
会
す
べ
き
事

　

一
、�

会
場
に
は
満
月
会
と
記
し
た
る
大
提
灯
を
出
し
目
印
と
致
す
べ
き

事

　

一
、
政
談
は
月
の
西
よ
り
出
る
こ
と
あ
る
も
禁
制
の
事

　

一
、
酒
肴
は
め
い
／
＼
お
の
が
飲
み
お
の
が
食
ふ
ほ
ど
持
参
す
べ
き
事

　

一
、�

席
上
の
吟
詠
及
び
兼
題
の
詠
草
は
共
に
取
り
纏
め
て
日
本
新
聞
社

へ
送
る
べ
き
事

　

一
、�
臨
時
会
と
云
ふ
と
雖
も
成
る
べ
く
新
月
、
二
日
月
、
三
日
月
、
上

弦
、
下
弦
、
十
三
夜
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十
六
夜
、
廿
三
夜
等
の
日
を
以
て
す
る
事

「
月
の
出
ま
へ
二
時
間
に
集
合
の
こ
と
」「
政
談
は
禁
制
」「
飲
食
は
自
分
の

嗜
好
に
合
わ
せ
て
持
参
」、
つ
ま
り
風
流
一
筋
に
つ
な
が
る
お
互
い
を
認
め
合

っ
て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
そ
し
て
句
会
は
臨
時
で
あ
っ
て
も
新
月
、
二

日
月
、
三
日
月
、
上
弦
、
下
弦
、
十
三
夜
、
十
六
夜
、
二
十
三
夜
の
月
の
出
汐

に
集
ま
ろ
う
と
い
う
風
流
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
京
阪
俳
友
満
月
會
第
一
回
記
」
は
新
聞
『
日
本
』
に
、
明
治
二
十
九
年
九

月
二
十
九
日
、
寒
川
鼠
骨
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
互
選
と
思
わ
れ
る
が

菰
堂
の
巻
頭
句
以
下
二
十
七
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
菰
堂
、
鼠
骨
、

四
明
、
虚
子
を
あ
げ
て
お
く
。
四
明
は
ま
だ
、
紫
明
で
あ
っ
た
。

野
分
し
て
ち
い
そ
う
な
れ
る
狸
哉　
　

菰
堂

稲
妻
や
月
も
出
て
い
て
雲
奇
也　
　
　

鼠
骨

明
月
や
三
十
六
峰
な
く
も
が
な　
　
　

紫
明

萩
を
壓
し
て
床
几
す
え
た
り
露
の
中　

虚
子

事
実
こ
れ
を
契
機
に
、
翌
三
十
年
に
は
「
奥
羽
百
文
会
」（
仙
台
）、「
松
声

会
」（
長
野
）、「
北
声
会
」（
金
沢
）、「
北
斗
吟
社
」（
秋
田
）
な
ど
次
々
と
日

本
派
の
俳
句
結
社
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
年
九
月
十
九
日
子
規
が
没
す
る
。
四
明
は
京
都
『
日
出
新
聞
』

に
追
悼
文
を
掲
載
す
る
。

	

「
仲
秋
の
満
月
の
夜
」（
抜
粋
）	

中
川
四
明

生
が
日
本
新
聞
社
を
辞
し
て
京
へ
帰
つ
た
の
が
明
治
二
十
三
年
の
九
月
、

子
規
君
が
同
社
へ
入
ら
れ
た
の
が
二
十
五
年
、
故
に
子
規
君
と
同
じ
神
田

の
編
集
局
で
卓
子
を
並
べ
た
こ
と
は
無
く
、
子
規
君
が
非
無
子
の
手
を
経

て
写
真
を
送
り
て
呉
れ
ら
れ
た
の
が
一
昨
年
、（
中
略
）
生
は
此
時
初
て

子
規
君
に
逢
ふ
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
日
本
及
び
小
日
本
に
子
規
君
の
俳
句
が
出
て
か
ら
、
初
め
て

俳
句
の
趣
味
を
解
し
、
京
都
に
も
之
を
伝
え
た
し
、
請
ふ
隗
よ
り
の
例
に

倣
ひ
、
句
作
も
試
み
、
終
に
今
か
ら
満
六
年
前
の
仲
秋
に
満
月
会
の
初
回

を
開
い
た
の
が
濫
觴
で
、
其
後
日
本
派
の
俳
句
、
所
謂
蕪
村
調
の
新
派
は

四
方
に
起
り
、
今
日
の
隆
昌
を
致
し
た
の
で
僅
か
十
年
の
間
に
斯
く
ま
で

に
至
ら
ん
と
は
、
蓋
し
子
規
君
自
ら
も
予
想
さ
れ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
が
、

明
治
の
俳
壇
今
日
あ
る
は
、
実
に
子
規
君
の
賜
で
あ
る
。（
略
）
蕪
村
が

百
年
の
後
に
、
此
の
人
を
待
ち
て
名
を
顕
は
し
た
か
と
も
思
は
れ
る
の
で

あ
る
。

今
訃
音
に
接
し
た
れ
ば
、
茲
に
同
人
諸
君
に
告
ぐ
、
哀
し
い
哉
。

	

月
暗
く
悲
し
や
秋
の
子
規	

（『
日
出
新
聞
』）

四
明
は
、
子
規
の
命
日
が
九
月
十
九
日
と
知
り
、
六
年
前
子
規
を
応
援
す
る

た
め
全
国
に
先
駆
け
て
京
阪
俳
友
満
月
会
を
立
ち
上
げ
た
月
の
夜
を
万
感
の
思
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い
で
回
想
す
る
。

四
明
が
子
規
の
訃
報
を
ど
ん
な
に
残
念
に
思
っ
た
か
は
明
治
三
十
七
年
に
自

ら
創
刊
し
た
『
懸
葵
』
に
「
子
規
氏
の
遺
訓
」
と
し
て
、
嘗
て
子
規
に
懇
願
し

京
都
版
『
種
ふ
く
べ
』
に
掲
載
し
た
「
俳
句
上
の
京
と
江
戸
」
を
再
掲
載
し
た

こ
と
で
も
窺
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
子
は
既
に
世
に
在
ら
ず
、
涙
と
と
も
に
撮

影
の
霊
前
に
供
え
て
、
吾
等
同
人
の
之
を
遺
訓
と
し
て
長
く
守
ら
ん
こ
と
を
相

誓
ふ
の
み
」
と
、
遺
訓
と
し
て
受
容
し
、
伝
え
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

菰
堂
は
以
後
、
こ
の
『
懸
葵
』
の
同
人
、
選
者
と
し
て
、
四
明
達
と
と
も
に
毎

年
の
子
規
忌
を
長
く
大
切
に
修
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

「
幻
の
俳
誌
」（
清
水
徳
太
郎
「
新
宮
町
新
派
俳
句
事
始
」）
と
さ
れ
る
新
宮

版
『
種
ふ
く
べ
』
と
大
釜
菰
堂
の
調
査
を
経
て
、
改
め
て
子
規
の
俳
句
革
新
は
、

子
規
や
そ
の
周
囲
に
い
た
人
々
だ
け
で
な
く
、
子
規
が
設
け
た
新
聞
『
日
本
』

の
投
句
欄
や
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
な
ど
の
新
し
い
媒
体
を
通
じ
て
、
新
宮
の
よ
う

な
遠
隔
の
地
に
い
た
人
々
に
も
即
座
に
伝
達
さ
れ
た
事
が
解
る
。
し
か
し
、
第

四
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
「
当
時
日
本
新
聞
へ
の
投
句
は
極
め
て
少
な
か
っ

た
」（
水
落
露
石
『
懸
葵
』「
四
明
翁
追
悼
号
」）
と
い
う
。
明
治
九
年
生
ま
れ

の
京
都
の
大
釜
菰
堂
は
そ
う
し
た
時
代
に
、
松
山
出
身
者
で
は
な
い
立
場
で
熱

心
な
投
句
者
で
あ
っ
た
。
子
規
が
手
許
控
え
と
し
て
明
治
二
十
八
年
か
ら
三
十

三
年
ま
で
の
投
稿
句
を
選
別
、
整
理
し
て
書
き
残
し
た
『
承
露
盤
』
に
は
大
釜

菰
堂
の
句
が
六
十
九
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
新
聞
『
日
本
』
を
調
べ
る

と
そ
の
多
く
が
『
日
本
』
に
投
句
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

新
聞
『
日
本
』
の
先
輩
記
者
で
あ
り
、
京
都
へ
戻
っ
て
か
ら
も
『
日
本
』
に

「
京
都
便
り
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
様
な
記
事
文
を
掲
載
し
て
い
た
中
川
四

明
は
、
子
規
を
応
援
す
る
た
め
に
菰
堂
や
京
阪
の
若
者
を
巻
き
込
ん
で
明
治
二

十
九
年
九
月
京
阪
俳
友
満
月
会
を
立
ち
上
げ
る
。
菰
堂
は
最
初
か
ら
こ
れ
に
参

加
し
、
明
治
三
十
一
年
に
は
四
明
の
紹
介
で
『
日
出
新
聞
』
に
入
社
す
る
。
そ

し
て
明
治
三
十
三
年
、
四
明
の
応
援
を
得
て
『
種
ふ
く
べ
』
を
創
刊
す
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
、
四
明
が
子
規
に
懇
願
し
た
子
規
晩
年
の
俳
論
「
俳
句
上
の

京
と
江
戸
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
『
種
ふ
く
べ
』
は
一
号
の
み
で
、
発
行

者
大
釜
菰
堂
の
新
宮
移
住
に
よ
り
廃
刊
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
四
年
後
、
四
明
は
俳
誌
『
懸
葵
』
を
創
刊
し
、
巻
頭
に
こ
の
「
俳

句
上
の
京
と
江
戸
」
を
再
掲
載
し
、
最
初
に
掲
載
し
た
『
種
ふ
く
べ
』
が
一
号

で
廃
刊
し
た
こ
と
を
子
規
の
霊
前
に
詫
び
、
以
後
こ
れ
を
遺
訓
と
し
て
い
く
こ

と
を
誓
っ
て
い
る
。

一
方
菰
堂
は
こ
れ
に
先
立
つ
明
治
三
十
三
年
春
、
新
宮
に
創
刊
さ
れ
た
ば
か

り
の
新
聞
『
熊
野
實
業
新
聞
』
の
記
者
と
な
る
。
都
落
ち
の
思
い
で
新
宮
に
移

住
し
た
菰
堂
を
待
っ
て
い
た
の
は
思
い
も
か
け
ず
、
す
で
に
熊
野
に
存
在
す
る

日
本
派
の
俳
句
結
社
「
金
曜
会
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
主
宰
す
る
医
師
の
湯
田
猿

叫
と
そ
の
仲
間
で
あ
っ
た
。

菰
堂
と
猿
叫
は
た
ち
ま
ち
意
気
投
合
し
、
新
宮
俳
壇
の
黄
金
時
代
を
迎
え
た

と
、
清
水
は
「
新
宮
町
新
派
俳
句
事
始
」
に
伝
え
て
い
る
。
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し
か
し
そ
れ
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
こ
の
年
の
八
月
、
猿
叫
は
肺
患
で

亡
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
菰
堂
は
落
胆
を
発
憤
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
こ
こ
に
金
曜
会
の
創
立
者
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、

そ
の
後
猿
叫
の
偉
業
は
果
し
て
美
し
き
実
を
結
び
、
今
や
会
員
も
二
十
余
名
に

上
が
つ
て
、
優
に
日
本
俳
壇
南
海
の
雄
鎭
と
目
せ
ら
る
ゝ
迄
に
な
っ
た
。（
略
）

幸
い
に
雑
誌
『
種
ふ
く
べ
』
も
此
会
の
助
太
刀
を
得
て
再
び
発
刊
の
運
に
会

し
、」
と
、
新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
二
十
六
頁
に
、「
金
曜
会
（
紀
州
）」
と
題

し
て
発
刊
の
動
機
を
述
べ
て
い
る
。
菰
堂
が
新
宮
に
移
住
し
た
と
き
、
菰
堂
の

言
う
京
都
版
『
種
ふ
く
べ
』
の
「
発
行
権
」
は
、
編
輯
発
行
者
の
菰
堂
に
つ
い

て
共
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
菰
堂
と
し
て
は
、
決
心
次
第

で
い
つ
で
も
俳
誌
を
発
行
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。
菰
堂
の
決
意
は
確
か
に
拙

速
の
感
は
否
め
な
い
。
し
か
し
彼
は
「
大
い
に
関
西
の
俳
壇
に
貢
献
す
る
所
あ

ら
ん
と
期
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
」
と
意
気
軒
高
で
あ
る
。
そ
し
て
「
一
号

雑
誌
で
は
あ
つ
た
が
俳
誌
（
京
都
版
『
種
ふ
く
べ
』
を
指
す
・
論
者
）
も
出
し

た
こ
と
も
あ
る
若
者
」
で
あ
る
菰
堂
に
よ
っ
て
、「
新
宮
俳
壇
の
黄
金
時
代
」

が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。「
新
宮
有
力
者
の
援
助
の
期
待
が
菰
堂
念
願
の
「
種

ふ
く
べ
」
復
刊
に
踏
み
切
ら
せ
た
の
だ
ろ
う
」
と
清
水
の
指
摘
が
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
が
第
一
で
あ
ろ
う
。
こ
と
は
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
菰
堂
の

胸
中
に
は
、
都
落
ち
の
よ
う
に
新
宮
に
来
た
自
分
を
、
思
い
も
か
け
ず
歓
待
し

て
く
れ
た
人
物
、
新
派
俳
句
「
金
曜
会
」
主
宰
の
医
師
、
湯
田
猿
叫
（
二
十
八

歳
）
の
夭
折
に
遭
遇
し
、
彼
の
た
め
に
も
追
悼
号
の
よ
う
な
も
の
を
残
し
た
い

と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
十
三
年
十
月
六
日
、
猿
叫

初
七
日
の
追
悼
句
会
で
の
菰
堂
の
句
を
記
し
て
お
く
。

	

猿
叫
の
遺
句
に
朱
を
う
つ
夜
寒
か
な	

菰
堂

そ
し
て
十
一
月
二
十
五
日
、『
種
ふ
く
べ
』
新
宮
版
の
発
行
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

し
か
し
資
金
的
な
問
題
、
出
版
法
の
問
題
へ
の
備
え
が
足
り
ず
、「
初
号
発
刊

の
次
に
再
び
初
号
の
発
刊
を
見
る
が
如
き
奇
観
を
呈
し
申
し
候
」（
新
宮
版

『
種
ふ
く
べ
』
稟
告
）
と
い
う
結
果
に
な
り
、
結
局
『
種
ふ
く
べ
』
一
号
を
二

種
出
版
し
て
終
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
通
り
、
本
稿
は
ま
ず
『
種
ふ
く
べ
』
が
確
か
に
新
宮
で
も
発
行
さ
れ

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
出
版
意
図
や
内
容
に
お
い
て
、
京
都

で
四
明
の
協
力
を
得
て
、
子
規
の
論
文
を
掲
げ
て
発
行
し
た
京
都
版
『
種
ふ
く

べ
』
と
は
そ
の
意
図
も
内
容
も
、
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。。
し
た
が
っ
て
俳
誌
『
種
ふ
く
べ
』
は
四
明
の
認
識
の
通
り
京
都
版

の
第
一
号
で
終
刊
。
も
し
そ
の
後
継
誌
を
問
う
な
ら
ば
、
子
規
評
論
を
再
掲
載

し
て
発
行
さ
れ
た
『
懸
葵
』
を
そ
れ
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
新
宮
版
の
『
種
ふ

く
べ
』
は
出
版
法
の
問
題
も
含
め
て
、「
復
刊
第
一
号
、
種
ふ
く
べ
」、
若
し
く

は
「
新
宮
版
第
一
号
種
ふ
く
べ
」
と
し
て
、
京
都
版
と
は
明
確
に
区
別
す
べ
き

も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
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）
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岡
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八
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岡
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５
０
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＊
こ
の
論
文
の
調
査
に
あ
た
り
、
新
宮
版
『
種
ふ
く
べ
』
原
本
の
複
写
資
料
及

び
、
雑
誌
『
熊
野
誌
』
を
ご
提
供
下
さ
い
ま
し
た
和
歌
山
県
新
宮
市
立
図
書
館

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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Study for Ogama Kodo – The reason why two 
editions of TANEFUKUBE exist–

NEMOTO, Ayako

Ogama Kodo was a haiku poet in Meiji era and he cultivated fellowship with Masaoka 

Shiki and Nakagawa Shimei. In 1890, he issued a haiku journal called “Tanefukube” as a 

main editor with Shimei, and “Haiku-jou-no-Kyo-to-Edo” written by Shiki was appeared on 

this journal at first. In general, people thought that this “Tanefukube” was issued first 

edition only because Shimei mentioned it on “Kakeaoi”. However, Kodo had issued 

“Tanefukube” again. First “Tanefukube” was issued in Kyoto, and Second “Tanefukube” 

was issued in Shingu.

In this paper, I consider why Kodo issued “Tanefukube” again and why Shime said that 

“Tanefukube” ceased publication after its first edition through researching “Tanefukube” 

issued in Shingu


